
広　報 2018.7月号
We  love  peace  and  good  health・・・.  OYAMA  CITY

水と緑と大地のゆたかなまち……小山市

public relations

ラムサール条約湿地登録「渡良瀬遊水地」6周年記念
小口一郎研究会所管　小口一郎関係資料悉皆調査

第１回報告展
日時：7月14日㈯～ 16日㈪ 10:00 ～ 16:00（初日13:00 ～ 16:00）
会場：生涯学習センターギャラリー（ロブレ6階）　※入場無料

ホームページ　http:/ /www.city.oyama.tochigi.jp/
Eメール　oyamacity@city.oyama.tochigi.jp
電話番号　0285-23-1111（小山市役所 代表番号）

スマホで広報おやま
が読めます
QR コードを読み込
み、アプリ「マチイロ」
をダウンロード

「小山市
  facebook」
おやまの最新情報
を随時配信中 !!

明治44年4月7日、谷中村の廃村等により、北海道佐呂間町に移住せざるをえなかった 66戸210人は、
小山駅に集結。同日午前7時10分小山駅発の臨時列車にて出発した。タイトル「移住民の出発」
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小山市立体育館の整備について 問生涯スポーツ課☎21-2695
　市では、市民が気軽にスポーツを楽しむことができる施設として、市立体育館の整備を進めています。この市
立体育館は、平成34年に開催される【第77回国民体育大会のウエイトリフティング競技】の会場として、また、
前年の平成33年には、【国民体育大会リハーサル大会のウエイトリフティング競技】の会場として使用されるこ
とから、平成33年7月のオープンを目指しています。
　整備にあたっては、本市では初めて、民間の資金やノウハウ等を活用し、公共施設の効率的な施設の整備およ
び運営・維持管理が期待できるPFI方式により実施します。
＜基本方針＞
（1）市民利用を優先した市立体育館　　　（2）市民の生涯スポーツを目指した市立体育館
（3）スポーツイベントやスポーツサークル活動ができる市立体育館
（4）災害時に市民の生活をサポートできる市立体育館
＜施設概要＞
建設場所　小山市大字塚崎1408-1（新小山市民病院南側）
延べ床面積　6,579.59㎡（1階：5,025.63㎡／ 2階：1,553.96㎡）
施設構成　メインアリーナ、サブアリーナ、研修室、多目的スタジオ
　　　　　トレーニングルーム、プレイルーム、ロッカールーム等

　市では平成30年1月に策定した「小山市公共施設等マネジメント推進計画」に基づき、公共施設の統廃合、長
寿命化等を計画的に行い、財政負担の軽減を図っていきます。
　機能の集約・複合化等により、不用となる施設については維持管理コストの縮減や財源確保のため「売却」や「民
間への貸付」を基本とし、他の機能の「集約・複合化」先として利活用することも検討します。

問管財課☎22-9828未来につなげる公共施設マ
や り く り

ネジメント
公共施設をまとめる！減らす！

●その他、主な再編の内容と対象施設　新庁舎建設に伴う機能の集約・複合化以外の主な再編の内容とその対象
施設は、男女共同参画センター、大谷公民館、八幡倉庫など、他施設に機能を移転した後に売却を検討する施設
が25施設、小中学校や市営住宅など、更新時に規模の適正化を図るものが36施設、自治会公民館や集会所など、
地元自治会等への譲渡を図るものが19施設です。

結城市友好都市活動～結城市との友好を深めています～ 問行政経営課☎22-9313
　小山市と結城市は、歴史的なつながり、経済・社会関係も密接な関係にあることから、平成26年10月2日に友
好都市の盟約を締結し、両市民が住みやすくなるまちづくりに資するため、各種連携事業を推進しています。5
月23日㈬には、結城市役所で、平成30年度第1回情報交換会を開催しました。両市の市長をはじめ執行部27人が
出席し、「企画・行政・生活」、「経済」、「教育」の3つの政策分野に基づく連携事業について意見交換しました。
平成30年度友好都市連携事業一覧
政策分野 主な実施事業
企画・行政・
生活

広報紙によるイベント情報の相互掲載、秋の交通安全啓発活動の合同
実施、市税等の収納率向上のための相互協力　など

経済 イベントブース出展の相互参加、手塚治虫アニメの田んぼアート実施、
農業・商工業関係連絡会の設置　など

教育 青少年非行防止・巡回パトロールの相互実施

◀情報
　交換会

◀田んぼ
　アート

…集約・複合化「新庁舎建設に伴う機能の集約・複合化（案）」

新庁舎

賃貸
契約
解除

売却

現小山市役所

神鳥谷庁舎

市役所分室Ⅲ

水道庁舎

他施設の集約先
として有効活用
後、将来的には
売却を検討

中央市民会館
（教育委員会）

教育研究所

保健・福祉センター
（保健センター）

他施設の集約
先として有効
活用}}

市立体育館イメージ
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平成 29 年度 小山市中学生紹興市派遣団報告記

　3 月 26 日に表敬訪問と歓迎会が行われました。
夕食を食べる前に事前研修でたくさん練習をした

「茉
ま り ふ ぁ

莉花」と「櫻
い ん ふ ぁ

花」という歌を歌いました。みんな
の気持ちが一つになって、最初の達成感を感じた瞬間
になりました。

　市では、様々な分野において、国際交流・外国人支援を活発に行っています。
　現在、市内在住外国人は、67 国籍で約 6,500 人になっています。外国人にも暮らしやすいまちであるように、
次のような取り組みをしています。

小山市の国際交流・外国人支援

　消防本部危機管理課で作成して
いる「小山市防災ガイドブック」
の英語版・スペイン語版・ポルト
ガル語版を作成しています。近隣
の外国人住民の方にご案内くださ
い。
　詳細は、危機管理課ホームペー
ジをご覧ください。

　市が実施する海外派遣に参加した方の中から、「青
年国際交流大使」を任命し、青年だからこそできるサ
ポートによって貢献しています。大使と一緒に活動す
るサポーターも募集しています。
　詳細は、市民生活課までお尋ねください。

　子育て・暮らし等への不安を抱えている外国人を支
援するため、スペイン語、ポルトガル語による無料相
談と子育てに関する情報誌の発行、親子日本語教室の
開催などを行っています。

問市民生活課☎22–9278

　繁華街から少し離れると昔ながらの町並みが残り、
紹興市や中国の長い歴史や文化を感じさせる風景が広
がっていました。「水の都」と呼ばれるだけあり、水
路や大きな川など、生活の一部に水が大きく関わって
いることが分かりました。

小山中　　　山
や ま ぐ ち

口　愛
め い

唯　
小山第二中　日

ひ だ か

高　衣
い お り

織
小山第三中　青

あ お や ぎ

柳　匠
し ょ う ま

馬
小山城南中　島

し ま だ

田　智
ち か こ

佳子
大谷中　　　小

こ ぬ ま

沼　美
み く

空
間々田中　　大

お お は し

槗　亮
り ょ う た

太
乙女中　　　中

な か た

田　結
ゆ づ き

月
豊田中　　　今

い ま い

井　望
の あ

歩
美田中　　　遠

え ん ど う

藤　颯
　はやと

桑中　　　　林
はやし

　　柚
ゆ う な

菜
絹義務教育　海

か い が

賀　まほろ

　樹
じ ゅ じ ん

人中学校には、27 日の午後と 28 日の午前中に
訪問しました。樹人中学校では、同じ時間に清掃をし
ている生徒がいれば、普通に授業をしている生徒もい
ました。私の学校では清掃は決まった時間に校内一斉
で行うので、違いに驚きました。

　中国語の他にも英語で話す機会がとても多かったの
で日本語、中国語だけでなく英語で話すことも大切だ
と実感し、英語力も上げていきたいと思いました。こ
の貴重な体験を受け入れてくれたホストファミリーへ
の感謝を忘れず、生活していきたいです。

　市では、国際化に対応するグローバルな市民育成のため、市内中学生を、友好交流関係都市・中国紹興市に派
遣しています。平成 30 年 3 月 26 日～ 29 日、派遣団員はホームステイや授業に参加し、現地の人々と交流を
深めました。団員による行動の記録を報告します。

▪英訳広報「Oyama Information」　▪国際交流協会による日本語教室の開催　
▪多言語パンフレットの配付　▪外国人相談室の設置　▪外国人児童生徒支援事業の実施　
▪外国人のための就学説明会の開催・就学ガイドの配付　▪国際交流員による国際交流カフェ　
▪国際交流員・青年国際交流大使による英会話番組「G'day Oyama」の放映　▪外国人との懇談会

☎・FAX：23–1042　 ：oyama6iea@tvoyama.ne.jp　
ホームページ：http://www.tvoyama.ne.jp/oyama6iea/

◆表敬訪問・歓迎会 ◆紹興市の様子

◆平成 29 年度小山市中学生紹興市派遣団名簿◆学校の様子

◆ホームステイ体験

◆小山市国際交流協会
　国際交流協会は、諸外国の人々との交流を通し、相互理解と友好親善を深める目的
で活動しています。随時入会可能ですので、ぜひお気軽に事務局までご連絡ください。

◆多言語防災ガイドブックの作成 ◆青年国際交流大使

◆外国人ふれあい子育てサロン

危機管理課ホームページ
http://www.city.oyama.tochigi.jp/soshiki/78/1800.html

＜派遣生徒＞

問市民生活課☎22–9278
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国
民
健
康
保
険

●
国
民
健
康
保
険
被
保
険
者
証

◆
新
し
い
国
民
健
康
保
険
被
保
険
者
証
（
保

険
証
）
を
７
月
中
に
送
付
し
ま
す
。

　
現
在
使
用
し
て
い
る
保
険
証
の
有
効
期
限

は
原
則
７
月
31
日
で
す
。
８
月
１
日
か
ら
は

新
し
い
保
険
証
を
使
用
し
て
く
だ
さ
い
。

　
保
険
証
が
届
き
ま
し
た
ら
、
記
載
内
容
、

有
効
期
限
を
ご
確
認
く
だ
さ
い
。

◆
「
限
度
額
適
用
・
標
準
負
担
額
減
額
認
定

証
」
「
限
度
額
適
用
認
定
証
」

　
国
民
健
康
保
険
税
に
未
納
が
な
く
、
所
得

の
申
告
を
し
て
い
る
世
帯
の
方
に
、
医
療
機

関
で
支
払
う
医
療
費
が
自
己
負
担
額
ま
で
と

な
る
認
定
証
や
、
食
事
代
が
軽
減
さ
れ
る
認

定
証
を
申
請
に
よ
り
発
行
し
て
い
ま
す
。

《70歳以上の皆さまへ》  問国保年金課（70～74歳の方）☎22–9415／（75歳以上の方）☎22–9413
平成 30 年 8月から高額療養費の上限額が変わります。

平成30年 7月まで

➡

平成 30年 8月から
適用
区分

外来＋入院
（世帯ごと） 適用区分 外来＋入院

（世帯ごと）外来（個人ごと） 外来（個人ごと）

現役
並み 57,600 円

80,100 円＋（医
療費－ 267,000
円）×１％
【※44,400 円】

現役並みⅢ（課税
所得690万円以上）

252,600 円＋（医療費－ 842,000 円）
×1%　【※140,100 円】

現役並みⅡ（課税
所得380万円以上）

167,400 円＋（医療費－ 558,000 円）
×1%　【※93,000 円】

現役並みⅠ（課税
所得145万円以上）

80,100 円＋（医療費－ 267,000 円）
×1%　【※44,400 円】

一般
14,000 円

（年間上限
144,000 円）

57,600 円
【※44,400 円】 一般

18,000 円
（年間上限
144,000 円）

57,600 円
【※44,400 円】

低所得者Ⅱ 8,000 円 24,600 円 低所得者Ⅱ 8,000 円 24,600 円
低所得者Ⅰ 15,000 円 低所得者Ⅰ 15,000 円

●高額療養費とは、ひと
月に支払った医療費が決
められた上限額を超えた
場合に、上限額を超えて
お支払いいただいた分を
払い戻す制度です。小山
市では該当する方にお知
らせしています。
※過去 12 カ月以内に 3
回以上、上限額に達した
場合は 4回目から「多数
回」該当となり、上限額
が【　】の金額に下がり
ます

◆被保険者証の様式が変わります！
　また、70～74歳の方の高齢受給者証と
　被保険者証は１枚のカードになります。

●
国
民
健
康
保
険
税

◆
平
成
30
年
度
の
国
民
健
康
保
険
税
納
税
通

知
書
を
７
月
中
旬
に
発
送
し
ま
す
。

　
納
税
通
知
書
の
税
額
、
納
付
方
法
を
ご
確

認
く
だ
さ
い
。

◆
納
税
通
知
書
が
リ
ニ
ュ
ー
ア
ル
し
ま
す
！ 

　
平
成
30
年
７
月
発
送
分
か
ら
、
納
税
通
知

書
が
ユ
ニ
バ
ー
サ
ル
デ
ザ
イ
ン
を
採
用
し

た
、
わ
か
り
や
す
い
様
式
に
リ
ニ
ュ
ー
ア
ル

し
ま
す
。
国
民
健
康
保
険
税
の
納
税
通
知
書

と
し
て
は
、
東
日
本
で
初
め
て
（
一
社
）
ユ

ニ
バ
ー
サ
ル
コ
ミ
ュ
ニ
ケ
ー
シ
ョ
ン
デ
ザ
イ

ン
協
会
の
認
証
を
取
得
し
ま
し
た
。
主
な
変

更
点
は
次
の
と
お
り
で
す
。

・
従
来
の
短
冊
型
２
色
刷
り
か
ら
Ａ
４
フ
ル

カ
ラ
ー
刷
り
に
変
更

・
色
弱
者
の
方
に
も
配
慮
し
た
色
彩
を
採
用

・
レ
イ
ア
ウ
ト
を
変
更
し
、
税
額
根
拠
や
計

算
方
法
を
わ
か
り
や
す
く
記
載

・
翌
年
４
・
６
・
８
月
の
年
金
か
ら
差
し
引
か

れ
る
予
定
の
税
額
を
７
月
発
送
の
納
税
通
知

書
に
記
載

　
現
在
交
付
さ
れ
て
い
る
認
定
証
は
７
月
31

日
で
有
効
期
限
を
迎
え
ま
す
。
引
き
続
き
対

象
と
な
る
方
は
国
保
年
金
課
へ
申
請
し
て
く

だ
さ
い
。
申
請
し
た
月
の
１
日
か
ら
適
用
さ

れ
ま
す
。

問
国
保
年
金
課
☎
�
９
４
１
５

◆
所
得
の
申
告
を
お
忘
れ
な
く
！

　
国
民
健
康
保
険
税
の
所
得
割
額
は
、
前
年

の
所
得
を
も
と
に
計
算
さ
れ
ま
す
。
所
得
の

申
告
が
無
い
と
、
税
額
の
軽
減
判
定
や
高
額

療
養
費
支
給
額
の
判
定
、
入
院
時
食
事
療
養

費
の
減
額
判
定
な
ど
が
行
え
ず
、
加
入
者
に

と
っ
て
不
利
益
と
な
る
場
合
が
あ
り
ま
す
の

で
、
必
ず
申
告
し
て
く
だ
さ
い
。

◆
平
成
30
年
度
中
に
75
歳
に
な
ら
れ
る
方
へ

　
国
民
健
康
保
険
に
加
入
さ
れ
て
い
る
世
帯

主
の
方
で
、
平
成
30
年
度
中
に
75
歳
に
な
ら

れ
る
方
は
、
こ
れ
ま
で
年
金
か
ら
の
差
引
き

で
納
入
し
て
い
た
場
合
で
も
、普
通
徴
収（
現

金
で
の
納
付
あ
る
い
は
口
座
振
替
）
に
な
り

ま
す
。 平成 30年度 医療分

（加入者全員）
支援金分

（加入者全員）
介護分

（40～64歳の方）
所得割額

（平成 29年中の総所得金額
等－基礎控除 33万円）×

税率

税率
6.9％

税率
2.5％

税率
2.0％

資産割額 平成 30年度分より廃止しました
均等割額

（加入者 1人につき） 27,000 円 8,500 円 8,000 円

平等割額
（1世帯につき） 22,000 円 6,000 円 6,500 円

最高限度額 520,000 円 170,000 円 160,000 円

◆国民健康保険税の計算方法

※下線箇所は平成29年度から変更になっています

国民健康保険／後期高齢者医療制度／国民年金保険料のお知らせ

納税通知書
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均
等
割
額
軽
減
に
該
当
す
る
世
帯
の
場
合
、
よ

り
軽
減
割
合
の
大
き
い
判
定
が
適
用
さ
れ
ま
す

◆
保
険
料
の
納
め
方

◎
年
金
か
ら
の
差
し
引
き
【
特
別
徴
収
】

　
年
６
回
・
偶
数
月
に
保
険
料
を
あ
ら
か
じ

め
差
し
引
き
ま
す
。

◎
納
付
書
ま
た
は
口
座
振
替
【
普
通
徴
収
】

　
７
月
か
ら
２
月
に
か
け
て
年
８
回
で
納
め

て
く
だ
さ
い
。

◆
保
険
料
の
減
免

　
災
害
や
生
活
困
窮
に
よ
り
、
保
険
料
の
納

付
が
困
難
な
と
き
は
、
申
請
に
よ
り
保
険
料

が
減
免
さ
れ
る
場
合
が
あ
り
ま
す
。
納
期
限

日
ま
で
に
市
民
税
課
に
申
請
し
て
く
だ
さ
い
。

問
市
民
税
課
☎
�
９
４
２
６
・
９
４
２
７

◆
新
し
い
後
期
高
齢
者
医
療
被
保
険
者
証

（
保
険
証
）
を
７
月
下
旬
に
送
付
し
ま
す
。

　
現
在
使
用
し
て
い
る
保
険
証
は
、
７
月
31

日
で
有
効
期
限
を
迎
え
ま
す
。
８
月
１
日
か

ら
は
新
し
い
保
険
証
を
使
用
し
て
く
だ
さ
い
。

◆
「
限
度
額
適
用
・
標
準
負
担
額
減
額
認
定

証
」「
限
度
額
適
用
認
定
証
」

　
世
帯
員
全
員
が
住
民
税
非
課
税
世
帯
の
方

に
、
医
療
費
の
支
払
い
や
入
院
時
の
食
事
代

が
下
が
る
「
限
度
額
適
用
・
標
準
負
担
額
減

額
認
定
証
」
を
申
請
に
よ
り
発
行
し
て
い
ま

す
。

　
な
お
、
既
に
申
請
が
お
済
み
で
引
き
続
き

非
課
税
世
帯
の
方
は
、
再
度
の
申
請
が
不
要

で
す
。
保
険
証
と
一
緒
に
８
月
１
日
以
降
お

使
い
い
た
だ
く
「
限
度
額
適
用
・
標
準
負
担

額
減
額
認
定
証
」
を
送
付
し
ま
す
。

　
ま
た
、
平
成
30
年
８
月
か
ら
、
所
得
区
分

が
現
役
並
み
Ⅰ
（
課
税
所
得
145
万
円
以
上

380
万
円
未
満
）
ま
た
は
現
役
並
み
Ⅱ
（
課
税

所
得
380
万
円
以
上
690
万
円
未
満
）
に
該
当
す

る
方
に
、
医
療
費
の
支
払
い
が
一
定
額
に
と

ど
め
ら
れ
る
「
限
度
額
適
用
認
定
証
」
を
申

◆
国
民
健
康
保
険
税
の
納
付

　
国
民
健
康
保
険
税
の
納
付
書
を
7
月
中
旬

に
納
税
義
務
者
で
あ
る
世
帯
主
へ
送
付
し
ま

す
。
１
年
分
の
保
険
税
を
８
回
に
分
け
て
い

ま
す
の
で
、
各
納
期
限
ま
で
に
納
付
し
て
く

だ
さ
い
。

　
普
通
徴
収
の
方
の
納
付
は
口
座
振
替
が
原

則
に
な
り
ま
し
た
。
便
利
で
納
め
忘
れ
の
な

い
口
座
振
替
を
ご
利
用
く
だ
さ
い
。
お
申
込

み
は
市
内
に
本
・
支
店
の
あ
る
金
融
機
関
、

ま
た
は
納
税
課
ま
で
お
願
い
し
ま
す
。

　
口
座
振
替
が
困
難
な
場
合
は
、
金
融
機
関

や
コ
ン
ビ
ニ
で
の
納
付
、
イ
ン
タ
ー
ネ
ッ
ト

で
の
ク
レ
ジ
ッ
ト
カ
ー
ド
納
付
、
Ａ
Ｔ
Ｍ
等

で
の
ペ
イ
ジ
ー
納
付
も
可
能
で
す
。

問
納
税
課 

（
納
税
相
談
）
☎
�
９
４
４
４

（
口
座
振
替
）
☎
�
９
４
４
２

平成30年度納期限
1期 7 月31日㈫
2 期 8 月31日㈮
3 期 10 月 1日㈪
4 期 10 月31日㈬
5 期 11 月30日㈮
6 期 12 月25日㈫
7 期 H31.1 月31 日㈭
8 期 H31.2 月28 日㈭

◆
平
成
30
年
度
後
期
高
齢
者
医
療
保
険
料
通

知
を
７
月
中
旬
に
発
送
し
ま
す
。

◆
保
険
料
の
計
算
方
法

所
得
割
額
｛（
平
成
29
年
中
の
所
得
ー
33
万

円
）×
8.54
％
｝＋
均
等
割
額（
４
万
３
千
200
円
）

※
最
高
額
62
万
円
。
世
帯
主
と
被
保
険
者
の
所

得
が
少
な
い
場
合
、
均
等
割
額
が
軽
減
さ
れ
る

場
合
が
あ
り
ま
す
。
後
期
高
齢
者
医
療
保
険
に

加
入
す
る
前
日
ま
で
健
保
組
合
・
共
済
組
合
等

の
被
扶
養
者
だ
っ
た
方
は
、
所
得
割
が
か
か
ら

ず
、
均
等
割
額
の
５
割
が
軽
減
さ
れ
る
ほ
か
、

後
期
高
齢
者
医
療
制
度

◆
国
民
健
康
保
険
税
の
年
金
か
ら
の
差
引
き

　
国
民
健
康
保
険
に
加
入
さ
れ
て
い
る
世
帯

主
の
方
で
、
世
帯
の
加
入
者
が
全
員
65
歳
か

ら
74
歳
ま
で
の
場
合
、
次
の
①
②
の
ど
ち
ら

の
条
件
に
も
当
て
は
ま
る
方
は
、
支
給
さ
れ

る
年
金
か
ら
国
民
健
康
保
険
税
が
差
し
引
か

れ
ま
す
。

①
年
額
18
万
円
以
上
の
年
金
を
受
給
さ
れ
て

い
る
方

②
国
民
健
康
保
険
税
と
介
護
保
険
料
と
の
合

算
が
年
金
受
給
額
の
２
分
の
１
を
超
え
な
い

方※
複
数
年
金
を
受
給
し
て
い
る
方
は
、
あ
ら

か
じ
め
決
め
ら
れ
た
１
つ
の
年
金
か
ら
差
し

引
か
れ
ま
す

※
確
実
な
納
付
が
見
込
め
る
場
合
、
年
金
か

ら
の
差
引
き
を
口
座
振
替
に
変
更
で
き
ま

す
。
詳
し
く
は
市
民
税
課
へ
お
問
合
せ
く
だ

さ
い

◆
国
民
健
康
保
険
税
の
減
免

　
災
害
・
失
業
・
病
気
・
事
業
不
振
な
ど

で
、
今
年
の
所
得
が
昨
年
よ
り
著
し
く
減
少

し
、
納
税
相
談
し
て
も
な
お
納
付
が
困
難
な

場
合
は
、
各
納
期
限
前
７
日
ま
で
に
市
民
税

課
に
申
請
し
て
く
だ
さ
い
。
申
請
後
に
訪
問

調
査
を
行
い
、
減
免
の
要
否
を
決
定
し
ま

す
。

◆
倒
産
・
解
雇
・
雇
い
止
め
な
ど
に
よ
り
離

職
さ
れ
た
方
の
国
民
健
康
保
険
税
の
軽
減

　
雇
用
保
険
受
給
資
格
者
証
を
お
持
ち
の
方

で
、
離
職
理
由
コ
ー
ド
が
11
、
12
、
21
、

22
、
23
、
31
、
32
、
33
、
34
の
い
ず
れ
か
に

該
当
し
、
離
職
日
時
点
で
65
歳
未
満
の
方

は
、
申
告
に
よ
り
給
与
所
得
に
係
る
所
得
割

額
が
軽
減
さ
れ
ま
す
。
雇
用
保
険
受
給
資
格

者
証
と
印
鑑
を
持
参
し
、
市
民
税
課
へ
申
請

し
て
く
だ
さ
い
。

問
市
民
税
課
☎
�
９
４
２
６

国民健康保険／後期高齢者医療制度／国民年金保険料のお知らせ

◆
国
民
年
金
保
険
料
を
納
め
る
こ
と
が
困
難

な
と
き
は

　
経
済
的
な
理
由
等
で
、
国
民
年
金
保
険
料

を
納
め
る
こ
と
が
困
難
な
方
の
た
め
に
、
申

請
し
て
承
認
さ
れ
る
と
保
険
料
が
「
免
除
」

ま
た
は
「
猶
予
」
さ
れ
る
制
度
が
あ
り
ま
す
。

国
保
年
金
課
ま
た
は
各
出
張
所
で
申
請
し
て

く
だ
さ
い
。（
毎
年
度
申
請
が
必
要
で
す
。）

◦
全
額
免
除
・
一
部
免
除
・
納
付
猶
予

対
象
者
（
全
額
免
除
、
一
部
免
除
）

・
本
人
、
配
偶
者
、
世
帯
主
の
前
年
の
所
得

が
一
定
額
以
下
の
方

・
失
業
や
天
災
等
に
よ
り
保
険
料
納
付
が
困

難
な
方

対
象
者
（
納
付
猶
予
）

・
本
人
、
配
偶
者
の
前
年
所
得
が
一
定
額
以

下
の
方
（
50
歳
未
満
の
方
に
限
る
）

承
認
期
間
　
７
月
～
翌
年
６
月

◦
学
生
納
付
特
例

対
象
者

・
大
学
、
大
学
院
、
短
大
、
高
等
学
校
、
各

種
学
校
等
に
在
学
し
、
本
人
の
前
年
所
得
が

一
定
額
以
下
の
方

承
認
期
間
　
４
月
～
翌
年
３
月

◎
申
請
に
必
要
な
も
の

　
身
分
証
明
書
（
マ
イ
ナ
ン
バ
ー
カ
ー
ド
や

運
転
免
許
証
等
）、
年
金
手
帳
、
印
鑑

※
学
生
の
方
は
学
生
証
ま
た
は
在
学
証
明

書
、
退
職
の
事
実
が
あ
る
方
は
、
雇
用
保
険

被
保
険
者
離
職
票
等

問
国
保
年
金
課
☎
�
９
４
１
６

国
民
年
金
保
険
料

（
免
除
制
度
）

請
に
よ
り
発
行
し
ま
す
。

　
新
規
に
発
行
を
希
望
さ
れ
る
方
は
、
国
保

年
金
課
へ
申
請
し
て
く
だ
さ
い
。

問
国
保
年
金
課
☎
�
９
４
１
３



　現在、介護保険のサービスを利用したときに皆さんが
サービス事業者に支払う金額は、サービス費用の 1 割ま
たは 2 割となっています。
　8 月以降は、世代間・世代内の公平性を確保しつつ制
度の持続可能性を高める観点から、現在介護サービスを
利用したときの利用者負担が 2 割の方のうち、特に所得
の高い方（※1）の負担割合が 3 割に変わります。

（※1）本人の合計所得金額が 220 万円以上で、なおか
つ同一世帯の 65 歳以上の方の年金収入 + その他の合計
所得金額が、単身の場合 340 万円以上の方、もしくは同
一世帯に 65 歳以上の方が 2 人以上で 463 万円以上の方

生活支援サービス
対象者：65 歳以上の高齢者のみの世帯の方

サービスの内容 利用限度 利用料
◆配食（安否確認込）週 5 食 １食 200 円の助成
◆軽度生活援助
　（掃除・除草など）月 4 時間 30 分 200 円または 300 円

◆移送サービス
　（通院用タクシー券）月 2 枚 距離により 300 ～ 3,500 円

※要介護認定者は対象外
◆寝具の洗濯乾燥消毒 年 2 回 １回 800 円

◆＜新規＞
　訪問理美容サービス 年 4 回

１回 3,000 円～
※ 理美容所にお尋ねください
※ 要介護 3・4・5 の方が対象
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介護保険制度改正のお知らせ
～利用者負担割合が 2 割の方のうち、特に所得の高い方の利用者負担割合が変わります～

問地域包括ケア推進課☎22–9616・9617・9625
高齢者在宅福祉サービス

負担割合は
　　介護保険負担割合証で
　　　　確認できます !
　要介護・要支援の認定を受けた
方全員に負担の割合を記載した

「介護保険負担割合証」を発行し
ていますので、お手元の割合証の

「割合」欄をご確認ください。
※ 平成 30 年度の割合証は、7 月 9 日㈪発送です

高齢者一般福祉サービス
◆はり・きゅう・あん摩マッサージ指圧施術費助成
　平成 30 年 4 月 1 日において 70 歳以上の方、ま
たは 65 歳以上で身体障害者手帳 1・2 級所持の方に
施術費助成券を年間 6 枚交付（1 枚 1,000 円分）。
◆緊急通報装置の無料貸与
　65 歳以上の一人暮らし、または高齢者のみの世帯
の方が対象。※ 通話料は自己負担。ご利用希望の方
はお住まいの民生委員にご相談ください
◆老人性白内障特殊眼鏡等購入費助成
　老人性白内障手術を受けた日において 65 歳以上
の方で、医師の指示で作成した特殊眼鏡等のレンズ
の購入費を一部助成。手術後 1 年以内に申請。
◆在宅ねたきり老人等介護手当の支給
　介護保険で要介護 4 または 5 の認定を受けている
高齢者を在宅で介護している方（小山市在住）に、
所得に応じて介護手当を支給。

介護保険法定給付対象外サービス
対象者：介護保険の認定を受けていない、65 歳以上
の高齢者のみの世帯の方
※ 日常生活用具給付は 65 歳以上の独居の方
　（介護保険の認定を受けている方も可）
◆訪問介護 （ホームヘルプ）◆短期入所（災害・虐待時）
◆日常生活用具給付・貸与（給付：電磁調理器、火災
警報器、自動消火器／貸与：寝台）※ 年間 1 品目まで

8月
変更

問地域包括ケア推進課☎22–9541・9549

＜地域における取組み（共助）の推進＞
　近年、集中豪雨や地震等の自然災害により、ひとり暮らし高齢者や障がい者等、自ら避難することが困難な方（以
下「避難行動要支援者」）の被災の危険性が高まっています。
　災害による被害を最小限に抑えるためには、自身による日頃の備えはもとより、自治会、自主防災会、民生委員・
児童委員、近隣住民等の地域の協力が必要不可欠です。災害時に助かるために名簿の登録と避難支援等関係者へ
の名簿情報の提供に同意をお願いします。

避難行動要支援者への支援について 問福祉課☎22–9612

＜避難行動要支援者名簿（災害時見守り情報個別票）の登録＞
　地震や風水害等の大規模な自然災害が発生したとき、市、関係機関、地域の方々で協力し、避難行動要支援者
の避難誘導や安否確認等の支援活動が円滑に行われるよう、あらかじめご自分の情報を市に登録すると共に、登
録された名簿を避難支援等関係者の方々に情報提供し、避難の誘導などに活用するための登録制度です。
登録できる方【希望者】
　◇身体障害者手帳所持者（1 級または 2 級）◇療育手帳所持者（A 判定）◇精神保健福祉手帳所持者（1 級）
　◇介護保険の要介護 3 以上の認定者　◇障がい福祉サービスを受けている指定難病患者　
　◇ 75 歳以上の高齢者のみ世帯（一人暮らし高齢者を含む）など

　高齢者が自立した生活を継続して送れるように支援
するサービスです。

 要介護認定を受けている方へ 
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小山市子どもの貧困対策事業 問子育て包括支援課 ☎22–9604

①早期発見のための取り組みの強化（19事業）
　妊娠期から18歳までの各年代に応じて、学校・地域・
関係機関と連携し早期発見に努めます。
■スクールソーシャルワーカーによる定期学校訪問
　学校から気になるお子さんの情報提供を受け、早期
の対応につなげています。
②生活支援の充実（10事業）
　貧困により社会的孤立に陥らないよう、子どもの生
活応援事業や保護者の家事・育児支援、緊急時の食料
や生活をつなぐための給付等により生活を支援します。
■要支援児童生活応援事業（市内２カ所）
　お子さんに放課後の居場所を提供し、基本的な生活
習慣を身につけられるよう支援を行っています。
・シリウス（NPO法人ビリーブ運営）
・おひさま（NPO法人子どもの育ちを支える会さくら
ネット小山運営）
③教育支援の充実（6事業）
　家庭の経済状況にかかわらず、能力、可能性を最大
限に伸ばして夢に挑戦できるよう学校とともに地域に
おける教育の支援を行います。
■就学援助（教育総務課）
　経済的理由のため就学が困難と認められる児童生徒
の保護者に対し、給食費や学用品費の一部を補助しま

　市では、子どもの貧困対策を重点課題と位置づけ、平成27年3月「子どもの貧困撲滅5か年計画」を県内に先駆
けて策定しました。全庁的に総合的な貧困対策を推進する体制を整え、各種事業を進めています。本計画では6
つの方針に基づき事業を展開しています。 今年度は「子どもの貧困撲滅5か年計画」の次期計画策定（平成31年度）に伴

い児童生徒および保護者の方を対象に「子どもの生活実態調査」を行います。

す。申請は各学校で受け付けています。
④就労支援の充実（5事業）
　生活困窮者やひとり親家庭の生活の安定が図れるよ
う、就労相談や資格取得のための給付を行います。
■ひとり親家庭高等職業訓練促進給付金事業
　就職に結びつきやすい資格を取得するため養成機関
に修学するひとり親家庭の父母に対し、修学期間中に
おける生活費の負担軽減のため給付金を支給します。
⑤経済的支援の充実（6事業）
　経済的負担の軽減を図るため、ひとり親医療費助成
制度など各種給付や貸付制度を必要な方に迅速に対応
できるよう周知に努めています。
■ひとり親家庭の保育料免除(こども課)
　所得割額77,100円以下のひとり親世帯の保育料を免
除（無料）しています。
⑥支援体制の整備・充実（8事業）
　地域を基盤としたネットワークを構築し学校、地域、
行政が一体となり子どもの貧困対策を推進します。
■子どもの貧困撲滅支援センター事業
　中央公民館、大谷・間々田・豊田・桑出張所に設置し、
スクールソーシャルワーカーによる子育て家庭生活相
談、生活応援事業（料理教室）、子どもサポーター養成
講座等を実施しています。

【6つの方針】

第14回　児童虐待防止に関する講演会 問子育て包括支援課 
　☎22–9854

日時　9月2日㈰13:30 ～ 15:50（開場13:00）
会場　文化センター小ホール　
対象　子育て中の保護者、児童虐待防止や地域における子育てに関心のある市民　※申込不要
内容　活動報告　「小山市の児童虐待の現状と課題」子育て包括支援課　　　　　　　　　　　　　　　
　　　講演会　演題「地域ぐるみで子どもの笑顔を守ろう～児童虐待を防ぐために地域社会で何ができるのか～」
　　　（児童虐待を防止するために地域社会や学校ができること、すべきことについての講話）
講師　丸山　隆（まるやま　たかし）氏（（NPO法人）栃木県カウンセリング協会（TCA）理事長、栃木県カウ
　　　ンセリングセンター代表）　　　
★★講師プロフィール★★
栃木県足利市出身。早稲田大学文学部心理学専修を卒業後栃木県立高等学校社会科教員として勤務。臨床心理士、
日本カウンセリング学会認定スーパーバイザー。著書「心晴れたりくもったり－相談室からのメッセージⅡ」（小
学館スクウェア）ほか

　児童扶養手当を継続して受給するためには、8月中の現況届提出が必要となります（下記期間は特設会場を設
けます）。所得が限度額を超え、手当が全部停止されている方についても現況届の提出は必要です。なお、2年間
現況届の提出がない場合は時効により資格喪失になりますのでご注意ください。
　該当となる世帯には、7月下旬に手続きの際に必要な書類等を記載した通知をお届けします。
また、下記期間以外は保健・福祉センター 2階子育て包括支援課窓口で受付になります。
日時　8月1日㈬～ 8日㈬　9:00 ～ 16:00　※8月4日㈯・5日㈰は9:00 ～ 15:00となります 
場所　保健・福祉センター 1階　旧たんぽぽ園

児童扶養手当現況届 問子育て包括支援課☎22–9634･9635
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◆市制65周年記念事業「小山安犬復活事業」（新規）
問文化振興課☎22-9662

　平成31年2月に、市制65周年記念事業として小山
らしい文化芸術の振興を図るため、市民能「小山安
犬」を再演します。「小山安犬」は、中世小山の歴
史に実在した人物小山若犬丸の5歳（宮犬丸）と7歳
（久犬丸）の遺児が鎌倉の六浦沖に沈められた事件を
題材に創られ、市制50周年に復曲・上演しました。
◆Web口座振替受付（新規）  問納税課☎22-9443
　市税を口座振替納付にすることで、納め忘れがな
く、納付の際に金融機関等の窓口に出向く必要もあり
ません。口座振替申込者の利便性を考え、パソコン・
モバイル端末（携帯電話・スマートフォン等）を利用
し、インターネットを経由して、口座振替の手続き
ができる『Web口座振替受付』システムを開始しま
す。
◆ファイナンシャルプランニング業務委託（新規）

問納税課☎22-9445
　市では、平成30年度から、収入不足や借金問題で
納税が難しい方を対象に、生活改善の手助けをするた
め、家計（事業）相談の専門家「ファイナンシャルプ

持続可能な地域づくりのために ランナー（FP）」による納税相談（無料）を受け
付けています。FP納税相談により、ライフプラン
全般を見直し、安定した生活および計画的な納付に
結び付ける方向性を一緒に考えることができます。
◆教職員働き方改革（新規）問教育総務課☎22-9644
　教員の長時間労働の改善が課題となっている状況
を踏まえ、具体的な働き方改革支援策として、学校
支援員（臨時職員）を大規模校に配置し、コピーや
資料作りなどの業務を教員に代わって行い事務負担
の軽減を図ります。また、ドキュメントスキャナお
よびマークシート読み取りソフトを導入し、調査集
計等の効率化を図るほか、勤務時間外の電話連絡に
対応するため、留守番電話装置を導入します。
◆市職員働き方改革（新規）問職員活性課☎22-9363
　市職員のワーク・ライフ・バランス（仕事と生活
の調和）を図り、長時間勤務の是正に向けた具体的
な取組を推進するとともに、仕事の効率化による市
民サービスの向上を目的として、小山市職員働き方
改革向上委員会を設置しました。
　職員の働き方や仕事の進め方への意識改革、時間
外勤務の縮減、年次有給休暇の取得促進に加え、新
しい働き方についても取組を検討し推進するための
仕組みづくりを進めます。

まち・ひと・しごと創生総合戦略、地方創生の推進

産業・都市・教育基盤整備による
「人と企業を呼び込む施策」推進のために
◆「小山市中心拠点地区」都市再生整備計画事業（新規）

問新都市整備推進課☎22-0333
　小山駅周辺および粟宮地区を中心拠点地区と位置づ
け、地域の特性を踏まえた都市再生整備計画に基づ
き、国庫補助事業「社会資本整備総合交付金」によ
り、利便性を活かした街なか居住を推進するととも
に、交通アクセスの改善や、地域住民のコミュニティ
形成の場となるような公園整備等を行うことで、快適
な住環境を形成し定住人口の増加を図ります。
◆「大谷地区」都市再生整備計画事業（新規）

問都市計画課☎22-9202
　国の補助メニューである社会資本整備総合交付金事
業の「都市再生整備計画事業」を導入して実施する新
規事業であり、雨ケ谷・横倉新田・横倉地区の市街化
区域266ヘクタールを対象地域とし、平成30年度か
ら平成34年度までの5カ年を計画年度として実施する
ものです。「大谷地区中心施設整備」、「横倉新田地
区遊歩道整備」および「大川幹線（東城南地区東側）
水路改修」などを計画に位置づけ、進めていきます。
◆城山公園フラワーパーク構想推進事業（新規）

問総合政策課☎22-9355
　市のシンボルであり桜の名所として親しまれてきた
城山公園を、国の補助メニュー「都市再生整備計画事
業」を活用し、四季折々の花々が楽しめる快適で魅力
ある空間として整備を行い、多くの来訪者を呼び込む
とともに、御殿広場をはじめとする周辺資源と連携した
活用により回遊性や中心市街地の賑わい創出につなげて
いきます。
◆羽川大沼周辺整備構想推進（新規）

問総合政策課☎22-9218
　平成28年4月に開館した小山市桑市民交流センター
と平成22年3月に農林水産省の「ため池百選」に選定
された大沼を核とした、羽川大沼周辺地区のさらなる

有効活用を検討し、羽川大沼周辺地区整備構想の策
定を行います。構想の策定にあたっては、地元桑地
区関係者による懇話会を設置し、地元の皆さまのご
意見をお聞きしてまとめていきます。
◆学校跡地有効活用調査（新規）

問総合政策課☎22-9218
　小中一貫教育を推進するとともに学校規模等の適
正化を推進しており、市内の既に閉校された小学校
および今後統合予定の小学校の跡地について、各跡
地の周辺環境や都市計画法（市街化調整区域等）等
の法的制約、地元の方々の意向や地域の特徴を整理
し、民間活力活用の可能性を含めた学校跡地有効活
用について調査を行い検討していきます。
◆街路樹緑化事業（拡大）  問道路課☎22-9827
　市内の街路樹が植栽されている道路について、今
後、東京五輪やとちぎ国体などの来訪者の増加を見
据え、生育の悪い街路樹の植替えや、低木の植え込
みの充実を図り、美しく安全な街路樹を目指して整
備を進めます。

◆人にやさしいUDタクシー導入助成（新規）
問都市計画課☎22-9293

　高齢者や障がい者に関わらず地域住民はもとより
小山市を訪れる観光客を含めた誰もが使いやすい
「ユニバーサルデザイン（UD）タクシー」を導入
する事業者に対し、1台あたり30万円を上限に助成
し普及促進していきます。
◆コミュニティバス運行（デマンドバス交通システ
ム導入）（拡大）  問都市計画課☎22-9293
　デマンドバスの観光利用のため、デマンド交通シ
ステムを導入しているところですが、渡良瀬遊水地
への来訪者等1回のみの利用者に対し登録を簡素化
し、予約時に登録できるようにするとともに、すべ
てのエリアで予約締切時間を短縮し利便性の向上を
図ります。

地域住民の利便性向上のために

社会資本整備を中心とした景気・地域経済の再生の推進
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おやま表情おやま表情
小山市長　大久保　寿　夫小山市長　大久保　寿　夫

　「ハトムギの効能」実証へ
　　～長寿、健康増進に期待！～

　ハトムギは中国等を原産とす
る「イネ科」の穀物で、昭和 56
年 (1981) に水田の転作作物（特
定作物）として認められたこと
を契機に栽培が広がりました。
　小山市は平成 3 年 (1991) か
ら大豆に代わる転作作物として
ハトムギへの転作を奨励。昨年

はハトムギ農家 10 軒が全国トップレベルの約 220t を
生産、今年は作付面積を拡大する見込みです。
　ハトムギに含まれている「ヨクイニン」は、現在も
イボ治療の内服薬の成分としても使用されており、皮
膚の新陳代謝を促進し、「健康」と「美容」に効果があ
るとされ、人気が高まっています。小山市は、このハ
トムギを平成 14 年 (2002)「おやまブランド」に認定
し、市産のハトムギを使ったお茶、ジェラート、焼酎、
美容液等も販売され市も PR に力を入れています。
　一方我が国は、最近の長寿化の進展の中で、特に健
康寿命を延伸することが大きな課題となっています。
このような中で、小山市では今年度、高齢になっても
元気でいきいきと暮らせるまちづくりを目指し、「健康
長寿はとむぎ 100 歳を目指すプロジェクト」を開始し
ました。
　その第 1 弾として、ハトムギの摂取が免疫機能向上
や生活習慣病予防効果に、どう影響するかを検証する

「ハトムギ効能実証研究」をこの度始めました。
　この実証研究は、内閣府の戦略的イノベーション創
造プログラム「次世代農林水産業創造技術」の「ホメ
オスタシス維持機能をもつ農林水産物・食品中の機能
性成分評価手法の開発と作用機序の解明」の事業の一
環として行われます。名古屋大学発のベンチャー企業

「ヘルスケアシステムズ」と小山市、新小山市民病院の
3 者が共同で 6 月、研究に着手しました。
　306 人の公募者から医師の診察等を経て選ばれた、
20 ～ 64 歳の健康な男女 120 人が「ハトムギ茶」と「ム
ギ茶」を飲む 60 人ずつの 2 グループに分かれ、500ml
ずつ 6 月から 8 月までの 8 週間、毎日飲んで貰います。
2 ヵ月後の 8 月上旬、血中の悪玉コレステロール減少
量や体内に侵入した細菌等を捕食する貪食細胞の活性
化度合い等の指標で、ハトムギ茶を摂取したグループ
だけが統計的に有益な結果を示せば、ハトムギが免疫
力の向上に役立つことが実証されます。
　10 月に中間報告をまとめ、来年 1 月に最終報告を
予定しています。ハトムギの健康効果が確認できれば、
市民の健康増進だけでなく、市の特産物を PR する追
い風にもなります。ハトムギで健康に長生きをしても
らうことで、介護給付費や医療費の減少にもつながり
ます。大いに期待しています。
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収穫前のハトムギ

思川の鮎釣り解禁！
　5 月 20 日㈰の日の出、関東で 1 番
早く、思川で鮎釣りが解禁されまし
た。市内外から訪れた、解禁を待ち
わびていた釣り人たちは、初夏の日
差しの下、思い思いのポイントで竿
を伸ばし、久しぶりの鮎がかかる感
触を確かめていました。
小山市風水害対応職員実動訓練を実施
　5 月 23 日㈬に、「台風の影響で降水量が増え、市内
を流れる河川で氾濫注意水位に達するおそれが出てき
た」との想定により、河川の監視、被害情報・避難情
報の伝達、避難所開設などを的確に行い、実災害時に
被害を最小限に食い止めることができるよう、市職員

ら約 250 人が訓練を実施しま
した。市民の安全を守るため、
職員の対応力向上の訓練を重
ね、災害時に迅速に対応でき
るよう備えてまいります。　

渡良瀬遊水地の外来魚を駆除！
　5 月 26 日㈯、渡良瀬遊水地第 2 調節池の掘削池で、

「第 2 回おさかなワイワイ大作戦」が開催されました。
　掘削池には外来魚も生息しており、在来魚を含む水
生生物の生息に大きな脅威を与えています。参加した
市内外の小学生の親子は、地元
漁協の指導を受け、力を合わせ
て寄せ網を引いて魚を追い込み、
取れた魚を在来魚と外来魚に選
別。観察をした後、在来魚は池
に戻しました。
おやま田んぼアート 2018

　5 月 26 日 ㈯、27
日㈰、6 月 2 日㈯、3
日㈰に、それぞれ美田
会場、渡良瀬遊水地会
場、 間 々 田 会 場、 絹
会場で、おやま田んぼ
アートの田植え体験が
行われました。今回、

渡良瀬遊水地会場の田植え体験に、シンガポールから
教育旅行で訪日していた、アングロ・チャイニーズ・
インデペンダント校の生徒たちも参加しました。
　田んぼアートの見ごろは、6 月下旬から 7 月上旬で
すので、皆さま、広い田んぼに稲で描かれた「アート」
を、ぜひともご覧ください。

 ©TEZUKA PRODUCTIONS 
/ おやま田んぼアート実行委員会 2018

 絹会場デザイン「アトム＆レオ」

本紙 6 月号Ｐ 9「おやま表情」に誤りがありましたのでお詫びするとともに
訂正いたします。　（誤）千葉県神栖市→（正）茨城県神栖市



●受験申込み
　受付期間　7月10日㈫～ 8月3日㈮必着（土日◦祝日除く）
　申込み方法　①申込書を職員活性課へ直接提出または郵送
　　　　　　　②市ホームページから電子申請
　郵送先　〒323–8686（住所不要）小山市役所職員活性課宛て
　※試験案内および申込書は市ホームページからダウンロードしてください。
　　また、市役所１階受付･各出張所･中央図書館等に設置予定です

問職員活性課☎22–9362市職員 平成31年4月 採用募集

●試験の日時・会場・合格発表
◆第1次試験
　試　験　択一式筆記試験（一般教養：高等学校卒業程度）
　日　時　9月16日㈰　受付8:30～9:00　試験9:30～11:30
　会　場　白鷗大学・本キャンパス（駅東通り2-2-2）
　1次試験合格者発表　10月5日㈮10:00頃
　※市役所正面玄関脇に掲示および市ホームページで発表
　　するほか、合格者に通知します
◆第2次試験
　試　験　作文、適性検査、個別面接、
　　　　　集団討論(消防は体力測定) 等
　日　程　10月中旬～ 11月中旬
　※詳細な日程は合格者宛て通知します。また、市ホーム
　　ページにも掲載します
◆最終合格者発表
　日　程　11月下旬～ 12月上旬
　※受験者全員に合格・不合格を通知します

●説明会
◆市職員採用説明会
　日　時　7月7日㈯
　　　　　受付13:00～　説明会13:30～16:00
　会　場　小山市立文化センター 小ホール
　持ち物　筆記用具
　内　容　市の概要説明
　　　　　先輩職員による仕事紹介等
　問合せ　職員活性課☎22–9362
◆消防職員採用説明会
　日　時　7月14日㈯・15日㈰
　　　　　両日受付8:00～　説明会9:00 ～正午
　会　場　小山市消防本部庁舎
　内　容　施設の紹介、業務内容の紹介等
　問合せ　消防本部総務課☎39–6653

職　種 受験資格 採用人数
一般事務 平成元年 4 月2日から平成13 年 4 月1日までに生まれた方 26 人程度

土木技師
平成元年 4 月2日から平成13 年 4 月1日までに生まれた方で、学校教育法に基づく大学、短期大学、
高等学校等において【土木・建築】に関する課程を修めた方

早期試験を
含め 10 人

建築技師 早期試験を
含め 5 人

保健師 昭和 53 年 4 月2日から平成 9 年 4 月１日までに生まれた方で、保健師の資格を有する方または平成
31年 3月末までに保健師資格取得見込みの方 2 人

保育士 昭和 53 年 4 月2日から平成11年 4 月1日までに生まれた方で、保育士登録を有する方または平成
31年 3月末までに保育士登録見込みの方 7 人

管理栄養士 平成元年 4 月 2 日から平成 9 年 4 月 1 日までに生まれた方で、管理栄養士の資格を有する方
または平成 31 年 3 月末までに管理栄養士資格取得見込みの方 1 人

消　防
救急救命士の資格を有する方 平成 2 年 4 月2日から平成11年 4 月1日までに生まれた方

7 人
上記以外の方 平成 6 年 4 月2日から平成13 年 4 月1日までに生まれた方

自己アピール
（一般事務）

昭和 58 年 4 月2日から平成 9 年 4 月1日までに生まれた方で、試験案内に記載の要件に該当する方
※試験内容が異なります。詳しくは資格要件とあわせて試験案内でご確認ください 3 人

障がい者
（一般事務）

昭和 58 年 4 月2日から平成13 年 4 月1日までに生まれた方で、視覚、聴覚、音声・言語機能、内部
障がい、肢体不自由な方で、身体障害者手帳の交付を受けているか、平成 31年 3月末日までに交付を
受けることが確実な方　※詳しくは試験案内でご確認ください

若干名
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　スポーツツーリズム推進のため、小山運動公園内に「小山市開運スポーツ合宿所」を
開所します。市内外のスポーツ関係者の皆さま、ぜひご利用ください。
開所日　7月1日㈰　　　場所　小山市大字向野187番地（小山運動公園内）
合宿所の詳細　宿泊室〔4人×12室（洋室）、20人×1室（和室）、2人×4室（洋室）〕、
食堂兼研修室、男女各浴室（シャワー併設）、ロッカー室（更衣室）、パソコン室、
洗濯コーナー、多目的トイレ、各男女トイレ
1泊あたりの宿泊人数　10人以上（指導員を含む）
1泊・1人あたりの利用料金　高校生以上1,080円、中学生以下640円（食事は含まれません）

問生涯スポーツ課☎21–0021小山市開運スポーツ合宿所オープン!!
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勤労青少年ホーム2018年後期講座受講生募集（9～ 11月）
問勤労青少年ホーム☎23–3402（工業振興課☎22–9399）

8月9日㈭　19:00より受付
講座名 回数 受講料 定員曜日 時間

エアロビクス＆骨盤ストレッチ 10 1,000 30
月

19:15 ～ 20:30
月曜　ハタヨガ 10 1,000 20 19:30 ～ 20:40
HIPHOP 10 1,000 20 火 19:15 ～ 20:45
ピークピラティス 10 1,000 30

水
19:30 ～ 20:45

水曜　リフレッシュヨガ 10 1,000 15 19:30 ～ 20:45
木曜　リラックスヨガ 9 1,000 20

木
19:30 ～ 20:45

ZUMBA 10 1,000 30 19:45 ～ 21:00
ソフトエアロ＋ボディメイク 10 1,000 20 金 19:15 ～ 20:30
アクアビクス 9 1,000 15 土 18:45 ～ 19:30

8月9日㈭　10:00より受付
講座名 回数 受講料 定員曜日 時間

ボールエクササイズ＆エアロビクス 10 1,000 30 月 10:00 ～ 11:00
火曜・親と子のリトミックA 9 1,000 20

火
10:00 ～ 10:50

火曜・親と子のリトミックB 9 1,000 20 11:00 ～ 11:50
ママのエアロビクス 10 1,000 30 水 12:30 ～ 14:00
木曜・ママとベビーのヨガ1 10 1,000 15

木

10:00 ～ 10:45
木曜・ママとベビーのヨガ2 10 1,000 15 11:00 ～ 11:45
木曜・親と子のリトミックC 10 1,000 20 10:00 ～ 10:50
木曜・親と子のリトミックD 10 1,000 20 11:00 ～ 11:50

8月8日㈬　19:00より受付
講座名 回数 受講料 定員曜日 時間

コツをつかんで今日から美文字 5 1,000 20 月 19:15 ～ 21:00
茶道宗門（立礼・座礼） 10 3,000 8

火 19:00 ～ 21:00
火曜料理講座 7 4,500 20
フラワーアレンジメント ４ 6,000 10
初めてのエコクラフト 《新規講座》 3 2,000 8
ギター教室（アコギ・エレキ） 10 1,000 10 水 19:30 ～ 20:50
書道 10 3,000 20

木 19:00 ～ 21:00
絵画教室 10 1,000 5
おしゃれなフラダンス 6 1,000 15

金 19:30 ～ 21:00
Master Minds 英会話 10 1,000 30
初級ゴルフ　月曜コース 9 6,000 15 月 19:00 ～ 20:30
初級ゴルフ　木曜コース 9 6,000 15 木 19:00 ～ 20:30
初・中級テニス 9 3,000 15 金 18:30 ～ 20:00
乗馬　《新規講座》 3 5,000 6

■受講資格　16歳～ 39歳の市内在住・在勤または同ホーム（小山市犬塚3－1－2）利用可能な地域の方
■申込み（先着順）
〇申込受付日時　下表参照。受付開始時間の 30 分前から整理券を配布（受付開始時間の 30 分後まで有効）
〇申込会場　勤労青少年ホーム 小体育館
〇申込方法　申込日に本人または代理人が、直接来場。申込日初日は 1 人 1 講座 2 人分まで申込可。他の講座も受講したい
　　　　　　場合は、申込みの列に並び直してください。定員に満たない講座は 8 月 24 日㈮まで同ホーム窓口で随時受付
　　　　　　（平日 9:00 ～ 20:00、土日 16:00 まで）。キャンセル待ちはありません。
■受講料　下表参照（全て税込）。申込み時、利用者会登録料（税込 1,000 円）と合わせて持参してください。
■その他　・個人で使用する道具類は各自で用意願います。
　　　　　・リングジョイの 40 歳以上の会員も利用者会に登録。会員証持参のうえ各講座定員の最大 2 割まで（先着順）申
　　　　　　込みできます。
　　　　　・やむをえないキャンセルの受付は 8 月 24 日㈮まで、以降の払い戻しはできません。
　　　　　・講師都合、悪天候により講座が中止となった場合、原則日程の延長・返金はありません。
　　　　　・講座開催中、講師が交代する場合があります。　　・申込者が半数未満の講座は中止し、受講料を返金します。
　　　　　・受講期間中、受講生は「傷害保険」の加入対象となります。

小山市ファンクラブ

小山評定ふるさと応援し隊　募集中 問秘書広報課☎22–9353

　市では、市民・企業の「小山市」への愛着を深め、自らが市の情報発信をすることで、口コ
ミによる市の認知度を高めることを目的として、小山市ファンクラブ「小山評定ふるさと応援
し隊」を募集しています！
　参加資格は、「小山市が好き」「小山市を盛り上げたい」「小山市をもっとＰＲしたい」と思う、
企業・団体・個人です。住所・国籍は問いません。
　参加方法は、①右記 QR コードを読み込んでいただき「かんたん申請システム」での入力、
もしくは②申込用紙の提出となりますが、詳しくは市ホームページでご確認ください。
　入隊した方には、オリジナルグッズおよび小山評定ふるさと応援し隊隊員証をプレゼントし
ます。みんなで小山市を全国に発信しましょう！アイラブ OYAMA ！

隊員300人突破!!

※「ボールエクササイズ＆エアロビクス」「ママのエアロビクス」は、
お子さま連れでも参加可（託児なし）。その他講座のお子さま連れは
ご遠慮ください。「ママとベビーのヨガ」は原則1歳～ 2歳位、「親と
子のリトミック」は原則1歳～ 3歳位のお子さまとペアで参加（「ヨガ」
1･2、「リトミック」A・B、C・D両方の参加はできません）。各講座
の定員は、優先受付分を含みます。会場は同ホームのほか、講座によ
り異なります。会場や詳しい内容はホームページをご覧ください

クラブ 種　目 場　所 日　程 時　間
シャークス バドミントン

体育センター

毎週月曜 19:00 ～ 21:00
ブルース ソフトバレー 毎週火曜 19:00 ～ 21:00
バスケの神様 バスケット 毎週水曜 19:00 ～ 21:00
VIVIANA 卓球 毎週木曜 19:00 ～ 21:00
ホワイトウィングス バドミントン 毎週金曜 19:00 ～ 21:00
インサイト テニス あけぼの公園 毎週金曜 20:00 ～ 22:00
もけもけ団 バドミントン 体育センター 毎週土曜 10:00 ～ 13:00
Monte Vista 登山 県内各地 年 6 回程度

◆登録クラブ紹介◆
クラブ 種　目 場　所 日　程 時　間

パイナポー ウクレレ

勤労青少年
ホーム

毎週月曜 19:00 ～ 21:00
美文字 ペン字 第2・4月曜 19:00 ～ 21:00
レアレア フラダンス

毎週火曜
19:00 ～ 21:00

六弦 ギター 19:00 ～ 21:00
HIPHOP HIPHOP ダンス 19:15 ～ 20:45
モンステラ フラダンス 第 1･2・3 水曜 19:30 ～ 21:00
なでしこ 着付け 第 2･4 水曜 18:30 ～ 20:30
ムアオ ポリネシアンダンス 毎週水曜 19:30 ～ 21:00
マウナケア フラダンス 第 1･2･3 木曜 19:30 ～ 21:00
桂花 書道 第 1･3 木曜 19:00 ～ 21:00
ポップス・ポロッポー ポップス（歌） 第 2･4 金曜 19:30 ～ 21:00

　クラブ加入希望者は、同ホームにお問合せ後、下記の活動
日に見学のうえ申込んでください。



学校生活のこと
●登園・登校渋りがある
●友達ができない　
●いじめられている
●勉強や進路について不安がある

その他
●子どもの状態に合った相談機関や
　医療機関を知りたい

子育てのこと
●育児・子育てに自信がない
●ことば遣いが乱暴になり、反抗が
　激しくなった

▪面接相談（八幡町 1-8-49）
開　　室 月曜日～金曜日（土・日曜日、祝日、お盆、年末年始を除く）

時　　間 9:00 ～ 17:00（要予約）

相談対象 市内在住・在勤の 20歳未満の青少年（相談者は本人・家族・先生等）

方　　法 カウンセリングや遊戯療法を中心とした親子並行面接

電話番号 25-4002・4031

▪電話相談
開　　室 月曜日～日曜日の毎日（祝日、お盆、年末年始を除く）

時　　間 10:00 ～ 17:00

相談対象 20 歳未満の青少年（相談者は本人・家族等）

方　　法 電話による匿名での相談

電話番号 25-4006

～数多くの団体の支援に支えられて～
　心豊かでたくましい青少年の成長を願って、さまざまな団体活動が各地で繰り広げられています。
　　①小山市青少年健全育成連絡協議会（市民の総意を結集した健全育成）
　　②小山市青少年育成指導員協議会（ぐ犯・不良行為の早期発見による非行化防止）
　　③小山市子ども会育成会連合会（社会の一員として心身共に成長）
　これらの団体の活動内容はそれぞれ異なりますが、青少年の健全育成という大きな目標は同じです。

　青少年相談室では教育や子育てについて、専門の相談員が無料で相談に応じています。次のようなご心配につ
いて保護者や先生、ご本人からの相談をお受けします。秘密は守ります。気軽にお電話ください。

発育のこと
●ことばが遅い　●落ち着きがない
●気になるくせがある　
●みんなと同じことができない

問生涯学習課☎22–9667
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小山市青少年相談室

小山の子どもをみんなで育てよう 問生涯学習課☎22–9667

1．募集内容
⑴食品・菓子類・地酒等
　小山市の産物が主たる原材料であることを原則と
し、安全で安心な産品のもので、継続して市場に供給
され、売り上げ実績があるもの。なお、新商品につい
ては、継続的に市場へ供給されることを確認するため、
１年間の申請期間を設けます。
⑵工芸・芸能
①国や県・市の伝統工芸（有形・無形文化財）になっ
ているもの。
②郷土に根ざしたもの、または小山市にしかないもの。
③全国的な知名度を誇る等、小山市のイメージアップ
に寄与するもの。
以上、①～③のいずれかに該当するもの。

　市では、豊かな自然と人々の高い技術によって生み出される産品を
ブランド化し、全国に発信していこうと「おやまブランド」の創生運
動を行っています。このたび、「おやまブランド」が市民の皆さまの
より身近なものになるよう、新たな「おやまブランド」を公募します。
さらなる隠れた逸品を、ぜひ、ご応募ください。

新たな「おやまブランド」を公募します！

2．募集期間　7 月 2日㈪～ 8月 31日㈮
※次回は、12月から平成 31年 1月に行う予定です
3．応募方法　該当品がある場合は、事前に小山ブ
ランド創生協議会事務局へご相談ください。おやまブ
ランド選定基準に該当するときには「おやまブランド
選定申請書」を送付しますので、申請書に記入の上、
郵送・FAX・メール・直接持参のいずれかで、事務局
まで。
4．選定　小山ブランド創生協議会において決定
平成 30 年度第 2 回目 
平成 30年 11月予定
平成 31 年度第 1 回目
平成 31年 4月予定

問小山ブランド創生協議会事務局
　（商業観光課ブランド創生推進室内）
〒323–8686　小山市中央町 1–1–1
☎22–9317・FAX22–9260

d-kankou@city.oyama.tochigi.jp

◆ 7 月は「青少年の非行・被害防止全国強調月間」です◆
「小山の子どもをみんなで育てよう！」のスローガンのもと、変わらぬご支援をよろしくお願いします。
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小山市立博物館　自然系収蔵資料展「昆虫」

日時　　　　8月4日㈯　9:00 ～ 11:30　※雨天･河川増水時中止
会場　　　　思川観晃橋上流左岸（城山公園側）河川敷特設会場
対象・定員　3歳～小学校および義務教育学校の6年生までの親子1,000人
参加料　　　一家族1,000円（大人2人子ども3人まで）を当日徴収
　　　　　　（魚のつかみどりのほか、一家族につきアユ3匹を配布します）
申込方法　　下記①～③を「はがき」に記入し、事務局まで郵送してください
　　　　　　（7月17日㈫必着）
　　　　　　①参加する大人の氏名　②郵便番号・住所・電話番号
　　　　　　③参加する子どもの氏名・学年（未就学児は年齢）
申込先　　　〒323-8686（住所不要）小山市役所都市計画課内　おやま思川アユ祭り実行委員会事務局
申込期間　　7月2日㈪～ 17日㈫　※記載もれがあると参加できない場合があります
注意事項　　・子どもだけの参加はできませんので、必ず大人の方もお申込みください
　　　　　　・大人の方はフリータイム時に魚のつかみどりができます
　　　　　　・申込多数の場合は抽選になります
　　　　　　・参加者の発表は7月24日㈫頃発送の案内状をもって代えさせていただきます

第 18 回おやま思川アユ祭り参加者募集
問都市計画課☎22–9202

　昆虫類は、現在知られているだけでも100万種類以上が生息しています。しかし、
この中には、現在絶滅の危機に瀕しているものが多くいることも事実です。
　今回の展示では、「多様さ」「生き方の巧みさ」「環境とのつながり」などの面か
ら観察します。この資料展を通して、昆虫にとどまらず、様々な生物への興味・関
心を高めるとともに、あらためて郷土の自然を愛でるきっかけになればと考えてい
ます。
期間　　　7月21日㈯～ 9月2日㈰
開館時間　9:00 ～ 17:00（入館は閉館の30分前まで）
休館日　　毎週月曜日、7月27日㈮、8月24日㈮
入館料　　無料
展示内容
Ⅰ　昆虫とは：昆虫とはどのような特徴を持った生物なのか紹介
Ⅱ　昆虫の多様性：日本はもちろん世界中の国や地域に生息する昆虫を展示し、昆虫の多様性について紹介
Ⅲ　昆虫の持つ驚きの能力：昆虫が様々な環境で生き抜くために得た、驚きの能力や不思議な特徴について紹介
Ⅳ　渡良瀬遊水地の昆虫：小山市が世界に誇る湿地である渡良瀬遊水地に生息する昆虫を紹介
また、上記以外に、「クイズコーナー」や「折り紙コーナー」、「ぬり絵コーナー」等も用意しています。

問市立博物館☎45–5331

期間　　　7月21日㈯～ 9月9日㈰　　
開館時間　9:00 ～ 17:00（入館は閉館の30分前まで）
休館日　　毎週月曜日、7月27日㈮、8月24日㈮
観覧料　　一般400円（300円）　高校・大学生250円（150円）
　　　　　＊中学生・義務教育学校生以下無料 ＊()内は20名様以上の団体料金　
　　　   　＊障がい者手帳をお持ちの方と付添1名無料
　　　　　＊おやまミュージアム割引：小山市立博物館の半券（平成30年4月以降の日付印
　　　　　　があるもの。年度内、1回限り有効）で一般100円、高校・大学生50円を割引
関連事業　①鑑賞プログラム「美術館で　こどももおとなも　てつがく対話」（要申込）　
　　　　　　日時：8月5日㈰　10:30 ～、14:00 ～　講師：生井亮司（武蔵野大学准教授）
　　　　　②学芸員によるギャラリートーク　日時：8月12日㈰・26㈰　14:00 ～

巨匠たちの名品が小山へ！

車屋美術館第 44 回企画展「日本近代洋画の名品展」
問車屋美術館☎41–0968

 安井曽太郎《女と犬》
 1940年 公益社団法人糖業協会

アブラゼミの羽化
撮影：舞坂　康一　氏

　日本洋画の巨匠が描いた油絵の名品展。人物、風景、花などを色鮮やかに、そして、
個性的に描いた39点をご紹介します。日本の洋画史に残る巨匠たちの絵画を堪能
し、画家たちの絵を描くよろこびを体感していただけたら幸いです。
　主な出品作家：梅原龍三郎、安井曽太郎、東郷青児、藤島武二ほか　計35名



関東どまんなかサミット情報
　小山市とともに、「関東どまんなかサミット会議」を構成する 4 県 3 市 2 町（栃木県栃木市、野木町、茨城県古河市、
埼玉県加須市、群馬県板倉町）のイベント等の情報です。

栃木市（栃木県） “なつこい”Sound Stage
TOCHIGI 2018

　高校生バンド選手権本選をはじめ、プロの音楽
ライブ、花火など、イベントが盛りだくさん！詳
細は“なつこい”フェイスブック（https://www.
facebook.com/natsukoi.ohira/）。
日時　7月28日㈯ 10:00 ～ 21:30
会場　栃木市大平運動公園内さくら球場
問栃木市大平産業振興課☎0282–43–9213

問秘書広報課☎22–9353

第5回ツール・ド・おやま2018 問生涯スポーツ課☎21–2695

　自転車で、小山や野木の豊かな自然環境や史跡をめぐり、地元の味覚や美しい
景色を満喫していただくサイクリングイベントです。ぜひご参加ください！
※タイムや順位を競うレースではありません
日　時　11月10日㈯ 8:00 ～開会式
　　　　○75㎞チャレンジコース　8:30 ～スタート
　　　　○55㎞エンジョイコース　9:00 ～スタート
　　　　○35㎞ファミリーコース　9:15 ～スタート　※1グループ30人程度で、1分間隔で順番にスタート
申込み（先着）　9月5日㈬～ 28日㈮にインターネットまたは電話（スポーツエントリー☎0570–550–846）
場　所　・スタート・ゴール：小山総合公園内（温水プール館　西側第1駐車場）
　　　　・第1エイドステーション：道の駅思川　　　　　・第2エイドステーション：生井桜づつみ
　　　　・第3エイドステーション：野木ホフマン館　　　・第4エイドステーション：小山思いの森

コ
ー
ス

35㎞渡良瀬遊水地ファミリーコース
（初心者向け）

55㎞野木町煉瓦窯エンジョイコース
（一般向け）

75㎞小山思いの森チャレンジコース
（中級者向け）

渡良瀬遊水地の豊かな自然と秋の
関東平野の広大なパノラマビュー
をゆっくりと満喫するコース

35㎞コースに加え、国指定重要文
化財の野木町煉瓦窯を巡るコース

55㎞コースに加え、小山市民の憩
いの場所である小山思いの森を巡
るコース

定
員 150人・小学生以上 150人・小学4年生以上 500人・小学4年生以上

参
加
料

大人（高校生以上） 3,000円
小・中学生 1,000円

大人（高校生以上） 4,000円
小・中学生 1,500円

大人（高校生以上） 5,000円
小・中学生 2,000円

※参加料には記念品代、傷害保険料、消費税などが含まれます。小学生の参加は保護者同伴とします。道路事情
　等により内容が変更になる場合もあります
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野木町（栃木県） 第27回ひまわりフェスティバル

期間　7月27日㈮～ 29日㈰
会場　野木第二中学校南側
　ひまわり大迷路や歌謡ショー、花火大会などを行
う予定です。また野木町煉瓦窯で「煉瓦窯夏フェス
タ」（7月28・29日）も行われます。
問野木町ひまわりフェスティバル実行委員会事務局
(野木町産業課内)☎0280–57–4153

古河市（茨城県） 許我篆
てんしょ

書展

　現代書壇を代表する書家が、「葦
よしやき

焼」をテーマに
篆書で表現します。
期間　8月19日㈰まで（休館日7月27日㈮）
　　　9:00 ～ 17:00（入館16:30まで）
会場　篆刻美術館(古河市中央町2-4-18)
費用　大人200円、小中高生50円
問篆刻美術館☎0280–22–5611

加須市（埼玉県） かぞ　どんとこい！祭り

　7月14日はみこしが練り歩き（みこし渡御）、15
日には各町内の山車が出ます（山車の引き回し）。
20:30頃からの「ヒッカセ」は、太鼓のたたき合い
で見ごたえがあります。ぜひお越しください。
期間　7月14日㈯・15日㈰ 17:00 ～ 21:30
内容　みこし渡御・山車　※一部車両通行禁止あり
問加須市商業観光課☎0480–62–1111（内線278）

板倉町（群馬県） 婚活イベント開催！「いたコン 夜の婚活パーティー～夏は恋人つかまえナイトの巻～」
～参加者大募集～

日時　7月21日㈯ 19:00 ～　会場　カフェだいにんぐてぃーだ（板倉町大字海老瀬4857-1）
対象（費用）　男性30歳～ 45歳の独身の方（5,000円）、女性20歳以上の独身の方（1,500円※割引有）
内容　美味しいイタリアンを食べながら、じっくりお話していただくイベント
問板倉町婚活応援事業実行委員会☎0276–82–1111
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り
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し
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。

　
春
・
秋

の
社
会
奉

仕
の
日
に

は
、
公
民

館
周
辺
の

除
草
、
清
掃
を
行
う
ほ
か
、

雑
巾
を
縫
い
、
日
頃
お
世
話

に
な
っ
て
い
る
施
設
で
使
っ

て
い
た
だ
い
て
お
り
ま
す
。

　
平
成
28
年
度
に
地
域
の
人

達
と
の
交
流
を
図
る
、「
サ

ロ
ン
さ
く
ら
」
を
創
設
し
、

第
１
・
３
水
曜
日
に
、
書
道

の
先
生
か
ら
の
漢
字
の
由
来

等
の
話
や
、
高
齢
者
施
設
の

介
護
ス
タ
ッ
フ
の
方
か
ら
の

認
知
症
予
防
講
座
、
介
護
に

関
す
る
話
を
し
て
い
た
だ
い

て
お
り
ま
す
。

　
こ
れ
か
ら
も
皆
、
何
か
の

生
き
が
い
を
も
っ
て
、
地
域

の
人
達
に
貢
献
し
、
輪
を
広

げ
な
が
ら
１
人
の
退
会
者
も

出
な
い
よ
う
、
今
年
も
「
明

る
く
楽
し
く
和
や
か
に
」
明

生
会
を
維
持
し
て
い
き
た
い

と
考
え
て
お
り
ま
す
。
　

　
　
　
会
長
　
明
石
　
良
子
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活
動
内
容
◦
加
入
の
問
合
せ

小
山
地
区
老
人
ク
ラ
ブ
連
絡
協
議
会

地
域
包
括
ケ
ア
推
進
課
☎
�
９
６
１
７

　
須
賀
神
社
門
前
町
に
在
所

す
る
須
賀
町
明
生
会
は
、
今

か
ら
52
年
前
の
昭
和
41
年
５

月
に
発
足
し
、
会
員
数
は
70

数
名
お
り
ま
し
た
。
当
時
多

数
の
会
員
が
明
治
生
ま
れ
の

人
達
だ
っ
た
の
で
、
会
の
名

前
を
「
明
生
会
」
と
名
付
け

た
そ
う
で
す
。
現
在
、
明
治

生
ま
れ
の
会
員
は
お
り
ま
せ

ん
が
、「
明
る
く
生
き
ま
し
ょ

う
」
と
の
合
言
葉
で
現
在
も

名
前
が
続
い
て
お
り
ま
す
。

　
そ
の
後
、
時
代
の
流
れ
と

と
も
に
会
員
数
も
徐
々
に
減

り
、
現
在
会
員
数
20
名
（
男

性
１
名
・
女
性
19
名
）
の
コ

ン
パ
ク
ト
な
会
で
す
。

　
毎
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第
２
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日
午
後
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時
か
ら
の
定
例
会
で
は
、
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山
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区
・
市
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人
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ラ
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行
事
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輪
投
げ
大
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・
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ラ

ン
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ゴ
ル
フ
大
会
他
）
等
を

報
告
し
、
そ
の
後
お
し
ゃ
べ

り
タ
イ
ム
に
入
り
ま
す
。

　
ま
た
、
自
治
会
主
催
の
夏

祭
り
や
敬
老
会
、
第
１
・
２

支
部
合
同
体
育
祭
、
健
康
教

室
に
参
加
し
、
時
に
は
認
知

症
予
防
の
た
め
、
小
学
校
の

ド
リ
ル
で
漢
字
の
読
み
書
き

や
計
算
問
題
を
行
い
、
物
忘

れ
な
ど
し
な
い
よ
う
、
脳
細

胞
に
刺
激
を
与
え
て
お
り
ま

す
。
そ
れ
か
ら
、
お
手
玉
遊

び
、ト
ラ
ン
プ
の
バ
バ
抜
き
、

須
賀
町
明
生
会

紹
介
し
ま
す
。
あ
な
た
の
ま
ち
の
老
人
ク
ラ
ブ
�

問
総
合
政
策
課
☎
�
９
８
２
９

　小山市では外国人を見かける機会が多い
と思いますが、女性が布で頭を覆い隠すの
はイスラム教徒（ムスリム）です。多くの
民族と宗教が共生するシンガポールにはム
スリムが約 15％います。イスラム教の教
えには、豚肉やアルコールを含む食品を摂
取してはいけないという決まりがありま
す。一方で、教えの中で許されたものはハ
ラールと言われ、ムスリムが口にすること
ができます。各国にはハラールを認定する
機関があり、その機関が認めた製品には専
用の認証マークがついていますが、その
マークがないものは個人の判断に委ねられ

ることになります。
　お隣のマレーシアは国民
の半数以上がムスリムで、
ハラールへの対応は他の国
が参考にするほど進んでお

り、ハラール商品の展示会を視察する機会があり
ました。世界最大級の展示会として、食品、飲料、
化粧品や物の運搬に至るまでハラールに基づいた
商品が紹介され、日本からも牛肉や醤油、衛生用
品を販売する５社が出展していました。
　世界で 17億人いるといわれるムスリムも外国
へ旅行する機会が増えており、日本でも対応が課
題となっています。ムスリムに友好的な旅行先の
評価で、日本はイスラム以外の国の中で第 4位
と健闘しています。大都市にはハラールに対応し
たレストランが多くありますが、認証がなくても
原材料を表示することで、ムスリムが判断できる
工夫も考えられます。言語の壁は他の国より低い
評価ですが、言葉は通じなくても笑顔
でのおもてなしは世界共通です。ムス
リムだけでなく世界中の方に気持ちよ
く訪問してもらえる小山市にしたいで
す。　　　　　総合政策課　川俣英司

シ
ン
ガ
ポ
ー
ル
だ
よ
り
⑲

問健康増進課☎22–9527
第 16 回おやま健康料理コンクール ホンモロコを広めま賞（おとな部門）

★栄養価（1 人分）　　　　　　　　
エネルギー
(kcal)

たんぱく質
(g) 脂質 (g) カルシウム

(mg) 鉄 (mg) ビタミンA
(㎍ RE)

ビタミンB1
(mg)

ビタミンB2
(mg)

ビタミンC
(mg)

食塩相当量
(g)

251 9.3 14.8 255 1.1 172 0.06 0.20 3 1.4

ホンモロコで柳川
メインにした小山の食材
ホンモロコ

「体に良くておいしい”わ食”につ
いて工夫したところ・PR したい
こと」：魚が苦手な子どもにも食べ
やすいように、ホンモロコを素揚
げしてサッと煮たところ

★材料（4 人分）
ホンモロコ
小麦粉
ごぼう
たまねぎ
生しいたけ
にんじん
みつば

100g
大さじ 3
30g
50g
20g
30g
10 本
100g卵

水
酒
みりん
しょうゆ
砂糖
油
揚げ油

150cc
30cc
30cc
30cc
大さじ 1
大さじ 1/2

★作り方
①　ホンモロコのワタを除き、さっと水洗いし、水気を取り、　
　　小麦粉をまぶす。	
②　①を天ぷら鍋に入れ、素揚げする。	
③　ごぼうをささがきにして、水にさらしておく。	
④　たまねぎ、生しいたけ、にんじんを千切りにして、油をひ
　　いたフライパンで軽く炒める。	
⑤　ごぼうを鍋に入れ、水で柔らかくなるまで煮る。	
⑥　⑤に④とAを全部入れる。	
⑦　全体が柔らかくなったら、ホンモロコを入れ、一煮立ちさ
　　せる。	
⑧　みつばを 3cm幅に切り、鍋に入れ、溶き卵を上からかけて
　　火を止める。Ａ
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第
22
回
渡
良
瀬
遊
水
地
ヤ
ナ
ギ
・
セ
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去
作
戦
参

加
者
大
募
集
！

日
時
　
７
／
14
㈯
７
時
か
ら
（
６
時
半

受
付
開
始
）
　
※
作
業
は
１
時
間
程
度

会
場
　
渡
良
瀬
遊
水
地
第
２
調
節

池
内
環
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ド
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※
当
日
会
場
に
て
受
付
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汚
れ
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も
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服
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長
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長
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ボ

ン
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と
長
靴
で
ご
参
加
く
だ
さ
い

問
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水
地
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小
口
一
郎
悉
皆
調
査
第
１
回
報
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展

日
時
　
７
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14
㈯
～
７
／
16
㈪
10
時

～
16
時
（
初
日
は
13
時
～
）

会
場
　
生
涯
学
習
セ
ン
タ
ー
ギ
ャ

ラ
リ
ー
　
※
参
加
無
料

内
容
　
市
出
身
の
版
画
家
・
小
口
一

郎
の
版
画
や
版
木
・
油
絵
等
を
展
示

問
文
化
振
興
課
☎
�
９
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６
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「
う
し
か
い
座
を
見
つ
け
よ
う
～
土

星
を
見
よ
う
～
」

日
時
　
７
／
14
㈯
19
時
半
～
21
時

会
場
　
生
井
公
民
館
　
※
駐
車
場

は
JA
お
や
ま
生
井
支
店

※
曇
り
や
雨
の
場
合
中
止
。
当
日

11
時
～
12
時
半
に
博
物
館
駐
車
場

で
太
陽
観
測
会
実
施

問
博
物
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☎
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３
３
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（
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季
休
業
中
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語
イ
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ン
ト
）

①
英
会
話
出
前
講
座

日
時
・
コ
ー
ス
・
定
員
　
７
／
30
㈪

９
時
半
か
ら
：
小
学
・
義
務
教
育

前
期
課
程
１
・
２
年
・
20
人

10
時
半
か
ら
：
小
学
・
義
務
教
育

前
期
課
程
３
・
４
年
・
20
人

11
時
半
か
ら
：
小
学
・
義
務
教
育

前
期
課
程
５
・
６
年
・
20
人

14
時
か
ら
：
中
学
・
義
務
教
育
後

期
課
程
生
徒
～
大
人
・
20
人

会
場
　
城
南
市
民
交
流
セ
ン
タ
ー

内
容
　
市
の
Ａ
Ｌ
Ｔ
と
の
英
会
話
活
動

②
イ
ン
グ
リ
ッ
シ
ュ
　
キ
ャ
ン
プ

日
時
・
会
場
・
定
員
　
７
／
31
㈫

９
時
半
～
11
時
　
城
南
市
民
交
流

セ
ン
タ
ー
・
40
人

13
時
半
～
15
時
　
間
々
田
市
民
交

流
セ
ン
タ
ー
・
40
人

内
容
　
市
の
Ａ
Ｌ
Ｔ
と
一
緒
に
、

歌
や
ゲ
ー
ム
、
ダ
ン
ス
や
ス
ポ
ー

ツ
な
ど
、
英
語
を
使
っ
た
活
動

対
象
　
小
学
生
・
義
務
教
育
学
校

前
期
課
程
児
童

持
ち
物
　
上
履
き
・
タ
オ
ル
・
飲
み
物

申
込
み
　
①
７
／
９
㈪
～
27
㈮
②

７
／
９
㈪
～
30
㈪
ま
で
に
学
校
教
育

課
英
語
教
育
推
進
室
☎
�
９
６
３
３

キ
ッ
ズ
フ
ェ
ス
テ
ィ
バ
ル
２
０
１
８
み

ん
な
お
い
で
よ
幼
稚
園
・
こ
ど
も
園

日
時
　
８
／
３
㈮
９
時
～
13
時

会
場
　
県
南
体
育
館
（
上
履
き
持
参
）

内
容
　
キ
ャ
ラ
ク
タ
ー
シ
ョ
ー
、

こ
ど
も
チ
ャ
レ
ン
ジ
大
会
ほ
か

問
こ
ど
も
課
☎
�
９
６
１
４
ま
た

は
小
山
地
区
幼
稚
園
連
合
会
（
認

定
こ
ど
も
園
み
の
り
幼
稚
園
）
☎

�
２
０
２
７

上
保
朋
子
と
仲
間
た
ち
　
Ｍ
Ｃ
Ｆ

オ
ー
ケ
ス
ト
ラ
と
ち
ぎ
弦
楽
ア
ン

サ
ン
ブ
ル
ヴ
ィ
ヴ
ァ
ル
デ
ィ
四
季

コ
ン
サ
ー
ト

日
時
　
９
／
30
㈰
15
時
開
演

会
場
　
文
化
セ
ン
タ
ー
大
ホ
ー
ル

出
演
　
上
保
朋
子
・
生
沼
晴
嗣
ほ
か

参
加
費
　
自
由
席
２
千
500
円
　

問
文
化
セ
ン
タ
ー
☎
�
９
５
５
２

城
北
児
童
セ
ン
タ
ー
祭
り

日
時
　
７
／
８
㈰
14
時
～
16
時
半

会
場
　
城
北
児
童
セ
ン
タ
ー

内
容
　
盛
り
だ
く
さ
ん
の
ゲ
ー
ム

や
工
作
　
※
参
加
者
全
員
（
２
歳

～
）
に
か
き
氷
を
プ
レ
ゼ
ン
ト

対
象
　
幼
児
・
小
学
生
　
※
幼
児

は
保
護
者
同
伴
。
参
加
無
料

問
同
セ
ン
タ
ー
☎
�
０
６
２
９

駅
南
児
童
セ
ン
タ
ー
母
親
ク
ラ
ブ

み
な
み
会
「
プ
ー
ル
あ
そ
び
」

日
時
　
７
／
10
㈫
10
時
半
～
11
時
15
分

会
場
　
駅
南
児
童
セ
ン
タ
ー

内
容
　
プ
ー
ル
あ
そ
び
　
※
雨

天
、
気
温
の
低
い
場
合
は
中
止

持
ち
物
　
水
着
（
お
む
つ
が
と
れ

て
い
な
い
お
子
様
は
水
遊
び
用
紙

お
む
つ
）
、
タ
オ
ル
、
飲
み
物

対
象
　
未
就
園
児
親
子
20
組

問
同
セ
ン
タ
ー
☎
�
０
５
９
４

結
城
夏
祭
り

　
１
２
４
２
年
か
ら
続
く
歴
史
の

あ
る
例
大
祭
で
、
無
病
息
災
を
祈

願
し
て
お
神
輿
が
町
内
を
渡
御
し

ま
す
。
中
日
に
は
駅
前
通
り
に
て

万
燈
神
輿
の
渡
御
や
子
ど
も
神
輿

パ
レ
ー
ド
な
ど
が
行
わ
れ
ま
す
。

期
間
　
７
／
15
㈰
～
22
㈰
、
中
日

18
㈬
、
夏
越
祭
31
㈫

会
場
　
結
城
市
北
部
市
街
地

問
結
城
夏
祭
り
実
行
委
員
会

☎
０
２
９
６
�
２
９
５
６

●
ス
ポ
ー
ツ

第
12
回
小
山
市
ラ
ジ
オ
体
操
会

日
時
　
７
／
21
㈯
６
時
10
分
集

合
、
６
時
15
分
開
会
式
、
７
時
解
散

場
所
　
小
山
総
合
公
園
森
の
は

ら
っ
ぱ
（
雨
天
時
は
県
南
体
育
館
）

対
象
　
市
内
在
住
・
在
勤
者

そ
の
他
　
雨
天
時
は
屋
内
シ
ュ
ー

ズ
持
参
、
ラ
ジ
オ
体
操
カ
ー
ド
持

参
の
幼
児
・
児
童
に
は
押
印
。
全

員
に
参
加
賞
あ
り
。

問
生
涯
ス
ポ
ー
ツ
課
☎
�
２
６
９
５

小
山
市
民
ゴ
ル
フ
大
会
参
加
者
募
集

期
日
　
９
／
３
㈪

会
場
　
小
山
ゴ
ル
フ
ク
ラ
ブ

参
加
料
　
１
万
３
千
800
円
（
当
日
徴
収
）

申
込
み
　
８
／
10
㈮
ま
で
に
１
組

（
３
～
４
人
）
を
集
め
た
う
え
で
、

小
山
市
ゴ
ル
フ
連
盟
事
務
局
小
川

☎
０
９
０
・
８
５
８
８
・
５
８
３
０

第
69
回
北
関
東
中
学
校
野
球
大
会

期
間
　
７
／
26
㈭
～
31
㈫

場
所
　
鹿
窪
運
動
公
園
野
球
場
ほ

か
３
球
場

内
容
　
茨
城
県
・
栃
木
県
か
ら
約

90
校
が
参
加
す
る
ト
ー
ナ
メ
ン
ト

方
式
の
軟
式
野
球
大
会
で
す
。

問
結
城
市
ス
ポ
ー
ツ
振
興
課

☎
０
２
９
６
�
６
３
４
０

●
お
知
ら
せ

イ
ン
タ
ー
ネ
ッ
ト
公
売

申
込
　
７
／
５
㈭
13
時
～
23
㈪
23
時

入
札
　
７
／
30
㈪
13
時
～
８
／
１

㈬
23
時

公
売
方
法
　
せ
り
売
り

参
加
条
件
　
小
山
市
イ
ン
タ
ー

ネ
ッ
ト
公
売
ガ
イ
ド
ラ
イ
ン
を
遵

守
で
き
る
方

公
売
財
産
下
見
会
（
見
学
無
料
）

期
間
　
７
／
12
㈭
13
時
～
16
時

場
所
　
市
役
所
別
館
会
議
室
５
　

問
納
税
課
☎
�
９
４
４
４

※
詳
細
は
市
ホ
ー
ム
ペ
ー
ジ

２
０
１
８
平
和
展

日
時
　
７
／
27
㈮
～
31
㈫
10
時
～

18
時
（
最
終
日
は
15
時
ま
で
）

会
場
　
生
涯
学
習
セ
ン
タ
ー
（
入

場
無
料
）

内
容
　
原
爆
写
真
パ
ネ
ル
、
平
和

ポ
ス
タ
ー
入
賞
作
品
等
の
展
示
、

被
爆
体
験
者
講
話
、
平
和
図
書
・

折
り
鶴
作
成
コ
ー
ナ
ー
等

問
行
政
経
営
課
☎
�
９
３
１
３

中
央
市
民
会
館
臨
時
休
館

　
中
央
市
民
会
館
（
文
化
セ
ン

タ
ー
・
中
央
公
民
館
・
中
央
図
書

館
分
館
）
は
サ
マ
ー
フ
ェ
ス
テ
ィ

バ
ル
の
た
め
臨
時
休
館
い
た
し
ま

す
。
ご
不
便
を
お
か
け
し
ま
す

が
、
ご
協
力
お
願
い
し
ま
す
。

期
間
　
７
／
28
㈯
・
29
㈰

問
文
化
セ
ン
タ
ー
☎
�
９
５
５
２

福
祉
・
保
育
の
お
仕
事
就
職
フ
ェ

ア
２
０
１
８
・
夏

日
時
　

福
祉
：
７
／
28
㈯
10
時
半
～
16
時

保
育
：
７
／
29
㈰
10
時
半
～
15
時

会
場
　
と
ち
ぎ
福
祉
プ
ラ
ザ
１
階

多
目
的
ホ
ー
ル
、
３
階
福
祉
研
修
室

内
容
　
①
福
祉
の
お
仕
事
就
職
支

援
セ
ミ
ナ
ー
（
28
日
の
み
）
（
10

時
半
～
11
時
40
分
）
②
合
同
相
談

会
、
セ
ン
タ
ー
相
談
コ
ー
ナ
ー

（
合
同
相
談
会
と
同
時
開
催
）

対
象
　
福
祉
・
保
育
職
を
希
望
す

る
方
（
平
成
31
年
３
月
卒
業
予
定

の
学
生
を
含
む
。
高
校
生
は
除

く
）
、
福
祉
・
保
育
職
に
興
味
・

関
心
の
あ
る
方
（
参
加
無
料
）

定
員
　
①
80
人
②
定
員
な
し

申
込
み
　
①
県
社
会
福
祉
協
議
会

福
祉
人
材
・
研
修
セ
ン
タ
ー
（
☎

０
２
８
・
６
４
３
・
５
６
２
２
）
へ

電
話
ま
た
は
FAX
（
０
２
８
・
６
４
３

・
４
９
６
３
）
②
申
込
み
不
要

無
料
登
記
相
談
会

日
時
　
７
／
31
㈫
10
時
～
正
午
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会
場
　
文
化
セ
ン
タ
ー
１
階
ギ
ャ

ラ
リ
ー
室

内
容

土
地
：
境
界
確
定
測
量
、
分
筆
登

記
、
合
筆
登
記
、
地
目
変
更
登
記
等

建
物
：
新
築
登
記
、
増
築
登
記
、

既
存
建
物
登
記
、
滅
失
登
記
等

問
土
地
家
屋
調
査
士
会

☎
�
３
５
２
８

排
水
設
備
工
事
責
任
技
術
者
試
験

等
の
お
知
ら
せ

日
時
　
①
更
新
講
習
会
10
／
２

㈫
・
10
㈬
・
23
㈫
・
28
㈰
・
11
／
８

㈭
・
29
㈭
14
時
～
16
時
②
試
験
講
習

会
・
模
擬
試
験
９
／
27
㈭
10
時
～
17

時
③
試
験
10
／
30
㈫
14
時
～
16
時

会
場
　
①
6
月
下
旬
に
送
付
さ
れ

た
書
類
に
記
載
②
・
③
コ
ン
セ
ー
レ

申
込
　
①
6
月
下
旬
に
送
付
さ
れ

た
書
類
に
記
載
②
・
③
７
／
２
㈪
～

８
／
31
㈮
（
申
込
書
類
は
６
月
下
旬

か
ら
と
ち
ぎ
建
設
技
術
セ
ン
タ
ー
お

よ
び
市
下
水
道
課
で
配
布
）

問
と
ち
ぎ
建
設
技
術
セ
ン
タ
ー

☎
０
２
８
・
６
２
６
・
３
１
８
７

平
成
29
年
中
に
家
屋
を
取
得
さ
れ

た
方
へ

　
平
成
29
年
中
に
家
屋
を
新
築
、

増
築
お
よ
び
改
築
に
よ
り
取
得
さ

れ
た
方
に
対
し
、
7
月
に
不
動
産

取
得
税
が
課
税
さ
れ
ま
す
。
納
税

通
知
書
が
送
付
さ
れ
た
方
は
、
７

／
31
㈫
ま
で
に
最
寄
り
の
金
融
機

関
ま
た
は
県
税
事
務
所
窓
口
等
に

て
納
付
し
て
く
だ
さ
い
。

問
栃
木
県
税
事
務
所
☎
０
２
８
２

�
３
４
１
３

勤
労
者
生
活
資
金
の
ご
案
内

　
県
で
は
、
中
央
労
働
金
庫
と
協
力

し
、
低
金
利
（
1.2
～
1.7
％
）
の
融
資

制
度
（
限
度
額
100
万
円
※
教
育
資
金

は
200
万
円
）
を
実
施
し
て
い
ま
す
。

詳
細
は
お
近
く
の
中
央
労
働
金
庫
ま

で
お
問
合
わ
せ
く
だ
さ
い
。

●
募
集

折
紙
ボ
ラ
ン
テ
ィ
ア
養
成
講
座
受

講
者
募
集
（
全
５
回
）

日
時
　
７
／
12
㈭
、
９
／
13
㈭
、

11
／
８
㈭
、
Ｈ
31
．
１
／
10
㈭
、

３
／
14
㈭
14
時
か
ら

会
場
　
市
立
博
物
館
な
ど

内
容
　
折
り
紙
の
基
本
、
歴
史
・

技
術
研
究

定
員
・
参
加
費
　
25
人
（
500
円
）

※
折
紙
持
参
　

申
込
み
　
電
話
に
て
７
／
１
㈰
９

時
か
ら
車
屋
美
術
館
☎
�
０
９
６
８

寒
川
公
民
館
子
育
て
広
場

日
時
　
７
／
19
㈭
10
時
～
11
時

会
場
　
寒
川
公
民
館
和
室

内
容
　
保
健
師
さ
ん
、
教
え
て

対
象
　
未
就
園
児
（
０
～
３
歳
）

と
保
護
者
10
組
　
※
参
加
無
料

申
込
み
　
前
日
ま
で
に
寒
川
公
民

館
☎
�
１
０
０
２

米
粉
の
料
理
教
室

日
時
　
７
／
19
㈭
、
８
／
23
㈭
10

時
半
～
13
時
半

会
場
　
道
の
駅
思
川
料
理
実
習
室

内
容
　
ポ
ー
ク
ピ
カ
タ
、
あ
ず
き

ア
イ
ス

定
員
　
各
日
先
着
24
人
（
各
800
円

※
米
粉
の
お
土
産
付
）

持
ち
物
　
エ
プ
ロ
ン
、
三
角
巾
、

ふ
き
ん
２
枚

申
込
み
　
７
／
10
㈫
９
時
か
ら
農

政
課
☎
�
９
２
５
７

め
ざ
せ
ジ
ュ
ニ
ア
救
命
士

～
き
み
か
ら
は
じ
ま
る
１
１
９
～

日
程
　
①
７
／
21
㈯
消
防
署
②
22

㈰
中
央
図
書
館
③
23
㈪
絹
分
遣
所
④

24
㈫
豊
田
公
民
館
⑤
25
㈬
桑
分
署
⑥

26
㈭
大
谷
分
署
⑦
27
㈮
野
木
第
二
中

学
校
⑧
８
／
４
㈯
生
井
公
民
館
⑨
５

㈰
野
木
中
学
校
⑩
６
㈪
大
谷
公
民
館

⑪
７
㈫
桑
市
民
交
流
セ
ン
タ
ー
⑫
８

㈬
中
公
民
館
⑬
９
㈭
間
々
田
分
署
⑭

10
㈮
中
央
公
民
館

内
容
　
１
１
９
番
通
報
の
し
か

た
・
胸
骨
圧
迫
の
方
法
・
Ａ
Ｅ
Ｄ

の
使
い
方
※
修
了
者
に
は
「
ジ
ュ

ニ
ア
救
命
士
認
定
証
」
を
交
付

対
象
　
４
年
生
以
上
の
児
童
（
小

山
市
・
野
木
町
在
住
）
・
同
伴
す

る
保
護
者
　
※
参
加
無
料

申
込
み
　
消
防
署
☎
�
６
６
６
６

夏
休
み
親
子
料
理
教
室

日
時
　
①
７
／
28
㈯
・
29
㈰
②
８

／
３
㈮
・
４
㈯
10
時
半
～
13
時
半

会
場
　
道
の
駅
思
川

内
容
　
①
お
や
ま
和
牛
ト
マ
ト
シ

チ
ュ
ー
②
お
や
ま
和
牛
丼

定
員
　
各
日
先
着
20
人
（
市
内
在

住
の
小
学
生
と
保
護
者
）

持
ち
物
　
エ
プ
ロ
ン
、
三
角
巾
、

ふ
き
ん
２
枚

参
加
費
　
600
円
／
人

申
込
み
　
７
／
13
㈮
９
時
か
ら
農

政
課
☎
�
９
２
５
７

お
や
ま
市
民
大
学
　
楽
し
く
学
ぶ

高
等
教
育
機
関
連
携
講
座

日
時
　
①
８
／
３
㈮
②
８
／
24
㈮

③
９
／
７
㈮
④
28
㈮
⑤
10
／
12
㈮

⑥
26
㈮
14
時
か
ら
１
時
間
半
程
度

会
場
　
中
央
公
民
館

内
容
　
①
思
川
桜
酵
母
の
お
酒
と

パ
ン
が
出
来
る
ま
で
～
お
や
ま
で

生
ま
れ
た
発
酵
食
品
～
②
印
刷
で

作
る
未
来
の
発
電
シ
ー
ト
と
そ
の

展
望
③
ス
ポ
ー
ツ
健
康
の
楽
し
み

④
簡
単
な
介
護
技
術
⑤
家
庭
の
電

気
～
電
気
安
全
と
省
エ
ネ
～
⑥
身

近
な
法
律
を
考
え
る

定
員
　
各
回
30
人
　
※
参
加
無
料

申
込
み
　
７
／
３
㈫
～
19
㈭
に
生

涯
学
習
課
☎
�
９
６
６
６

※
詳
細
は
市
ホ
ー
ム
ペ
ー
ジ
や
チ
ラ
シ

Ｅ
ボ
ー
ト
レ
ー
ス
２
０
１
８
渡
良

瀬
大
会
参
加
チ
ー
ム
募
集

日
時
　
８
／
18
㈯
８
時
半
～
13
時

（
予
定
）
　
※
雨
天
・
強
風
中
止

会
場
　
渡
良
瀬
遊
水
地
内
　
谷
中

湖
北
ブ
ロ
ッ
ク

内
容
　
10
人
乗
り
手
こ
ぎ
ボ
ー
ト

（
Ｅ
ボ
ー
ト
）
を
利
用
し
た
、
往

復
300
メ
ー
ト
ル
の
タ
イ
ム
レ
ー
ス

対
象
　
小
山
市
・
野
木
町
・
栃
木

市
・
加
須
市
・
板
倉
町
・
古
河
市

に
在
住
、
在
学
、
在
勤
の
方
お
よ

び
関
係
団
体

参
加
費
　
１
チ
ー
ム
２
千
円

※
天
候
不
良
等
で
大
会
が
中
止
と

な
っ
た
場
合
、
返
金
は
致
し
ま
せ

ん
の
で
ご
了
承
く
だ
さ
い

申
込
み
　
７
／
20
㈮
ま
で
に
代
表

者
（
中
高
生
の
場
合
は
、
保
護
者

ま
た
は
学
校
関
係
者
）
お
よ
び

参
加
者
全
員
の
住
所
、
氏
名
、

性
別
、
生
年
月
日
、
電
話
番
号

を
記
入
の
う
え
、
渡
良
瀬
遊
水

地
ラ
ム
サ
ー
ル
推
進
課
（
☎
�

９
３
５
４
）
ま
で
持
参
、
郵
送
ま

た
は
FAX
（
�
８
９
７
２
）

科
学
体
験
バ
ス
ツ
ア
ー
参
加
者
募
集

日
時
　
８
／
21
㈫
９
時
～
16
時

内
容
　
森
永
製
菓
㈱
工
場
見
学
→

関
東
能
開
大
も
の
づ
く
り
体
験
　

※
参
加
無
料
。
昼
食
持
参

定
員
　
市
内
在
住
の
小
学
生
親
子

40
人
前
後
（
保
護
者
同
伴
か
つ
５

人
以
内
の
グ
ル
ー
プ
）

申
込
み
　
７
／
20
㈮
ま
で
に

応
募
用
紙
を
郵
送
、
FAX
（
�

９
６
８
５
）
、
メ
ー
ル
で
工
業
振

興
課
（
電
話
申
込
み
不
可
）
※
応

募
者
多
数
の
場
合
は
抽
選

問
同
課
☎
�
９
３
９
９

お
し
ご
と
体
験
バ
ス
「
キ
ッ
ザ
ニ

ア
東
京
へ
Ｇ
Ｏ
！
」

日
時
　
９
／
８
㈯
６
時
出
発
、
17

時
帰
着
予
定

対
象
　
市
内
在
住
小
学
・
義
務
教

育
学
校
（
前
期
課
程
）
生
親
子
（
Ｈ

29
同
事
業
の
参
加
者
は
対
象
外
）

定
員
　
40
人
程
度
　
※
保
護
者
は

２
人
ま
で
参
加
可
。
定
員
超
過
時

は
抽
選

参
加
費
　
小
学
・
義
務
教
育
学
校

（
前
期
課
程
）
生
５
千
106
円
、
16
歳

～
59
歳
の
保
護
者
２
千
136
円
（
入
場

料
・
保
険
代
含
）
　
※
市
バ
ス
利
用

申
込
み
　
７
／
17
㈫
～
19
㈭
に
男

女
共
同
参
画
課
☎
�
８
０
７
８

小
山
市
人
権
施
策
推
進
審
議
会
委

員
の
募
集

人
数
　
２
人
（
選
考
に
よ
り
決
定
）

任
期
　
２
年
（
10
／
１
～
Ｈ
32
．

９
／
30
）

応
募
要
件
　
20
～
64
歳
で
市
内
に

５
年
以
上
在
住
の
方
（
市
の
他
の

審
議
会
等
の
委
員
で
な
い
方
）

申
込
み
　
７
／
１
㈰
～
27
㈮
ま
で

に
応
募
用
紙
（
①
人
権
推
進
課
、

各
出
張
所
に
て
配
布
、
②
市
HP
か

ら
ダ
ウ
ン
ロ
ー
ド
）
に
必
要
事
項

を
記
入
し
、
人
権
推
進
課
に
持

参
・
郵
送
（
〒
３
２
３-

８
６
８
６

住
所
不
要
）
・
FAX
�
８
９
７
２
　

※
市
HP
か
ら
電
子
申
請
も
可



小
山
き
も
の
の
日
（
11
／
17
㈯
開

催
）
お
も
て
な
し
の
店
募
集

　
着
物
で
来
店
さ
れ
た
方
に
お
店
独

自
の
「
お
も
て
な
し
」
を
し
て
い
た

だ
け
る
「
お
も
て
な
し
の
店
」
を
募

集
し
ま
す
。
併
せ
て
当
日
ロ
ブ
レ
６

階
催
事
場
に
て
ワ
ー
ク
シ
ョ
ッ
プ
の

開
催
・
販
売
を
し
て
い
た
だ
け
る
お

店
を
募
集
し
ま
す
。

日
程
　
11
／
17
㈯

費
用
　
登
録
料
千
円
（
お
も
て
な

し
の
店
旗
代
）
、
出
店
料
千
円

募
集
期
間
　
７
／
２
㈪
～
31
㈫

問
工
業
振
興
課
☎
�
９
３
９
７

小
・
中
・
義
務
教
育
学
校
の
平
成

30
年
度
後
期
非
常
勤
講
師
の
募
集

募
集
期
間
　
10
月
～
Ｈ
31
．
３
月

募
集
人
数
　
各
若
干
名

勤務時間・日数
1 日 6 時間、
85 日間程度
1 日 6 時間、
84 日間程度

1 日 6 時間、
65 日間程度

1 日 6 時間、
60 日以内
1 日 6 時間、
50 日以内

資格・内容等

小学校または中学校教員免許

特別な教育的支援を必要とする
児童・生徒への支援
スペイン語、ポルトガル語、英語、
タガログ語、中国語等の堪能な方、
日本語指導・学習支援のできる方

小学校・中学校・義務教育学校
において、児童生徒の教育相談
活動等

募集講師等

T・T教員

特別支援教育
サポーター
外国人児童生
徒指導員・支
援員
生活相談員
（小学校）
心の教室相談
員（中学校）

申
込
み
　
７
／
27
㈮
～
８
／
９
㈭

問
学
校
教
育
課
☎
�
９
６
５
４

小
山
広
域
保
健
衛
生
組
合
職
員
採
用

日
程
　
第
一
次
試
験
　
10
／
14
㈰

第
二
次
試
験
　
12
／
14
㈮

会
場
　
小
山
広
域
保
健
衛
生
組
合 

２
階
大
会
議
室

職
種
　
一
般
事
務

対
象
　
受
験
資
格
：
昭
和
63
年
４

月
２
日
～
平
成
13
年
４
月
１
日

（
詳
細
は
試
験
案
内
を
ご
確
認
く

だ
さ
い
）

採
用
人
数
　
若
干
名

申
込
み
　
申
込
書
・
受
験
票
様
式

を
同
組
合
総
務
課
へ
提
出

受
付
期
間
　
８
／
１
㈬
～
９
／
７

㈮
ま
で
　 

※
必
着

問
同
組
合
総
務
課
☎
�
２
８
０
９

お
ー
バ
ス
サ
ポ
ー
タ
ー
募
集

　
み
ん
な
で
考
え
、
支
え
る
継
続

可
能
な
地
域
公
共
交
通
の
充
実
に

向
け
て
お
ー
バ
ス
に
協
賛
し
て
く

だ
さ
る
個
人
・
法
人
サ
ポ
ー
タ
ー

を
募
集
し
ま
す
。

名
称
等
の
公
表
　
市
ホ
ー
ム
ペ
ー

ジ
、
バ
ス
車
内
・
車
外
等
へ
の
掲
載

協
賛
金
　
一
口
千
円

申
込
み
　
規
定
の
申
込
書
に
て
都

市
計
画
課
☎
�
９
２
９
３

※
そ
の
他
オ
ー
ナ
ー
制
度
に
つ
い

て
は
、
詳
細
要
問
合
せ

米
粉
サ
ポ
ー
ト
事
業
を
ご
ぞ
ん
じ

で
す
か
？

助
成
内
容
　

①
米
粉
マ
イ
ス
タ
ー
の
派
遣
（
講

座
に
つ
き
３
～
５
人
の
イ
ン
ス
ト

ラ
ク
タ
ー
の
派
遣
）
②
米
粉
の
補

助
（
米
粉
あ
る
い
は
パ
ン
用
米
粉

３
㎏
ま
で
）
③
公
民
館
使
用
の
免

除
（
各
公
民
館
お
よ
び
道
の
駅
思

川
調
理
実
習
室
を
使
用
す
る
場
合

は
使
用
料
が
免
除
）

補
助
対
象
　
米
粉
の
普
及
を
目
的

と
し
た
料
理
教
室
を
開
催
す
る
、

小
山
市
に
住
所
を
有
す
る
団
体

補
助
要
件
　

①
小
山
市
内
で
開
催
し
、
営
利
を
目
的

と
し
た
料
理
講
習
会
で
な
い
②
参
加
人

数
が
お
お
む
ね
15
人
以
上
で
あ
る
③
講

習
会
を
開
催
す
る
団
体
が
会
場
の
確

保
、
参
加
者
の
募
集
、
食
材
（
米
粉
を

除
く
）
料
理
器
の
準
備
を
行
う

受
講
料
　
会
員
千
円
、
非
会
員
４
千
円

申
込
み
　
申
請
書
を
開
催
１
カ
月

前
ま
で
に
農
政
課
☎
�
９
２
５
７

ク
ラ
フ
ト
館
ワ
ー
ク
シ
ョ
ッ
プ
教
室

日
時
　
①
７
／
７
㈯
結
城
紬
で
つ
く

る
髪
留
め
②
15
㈰
石
畳
織
り
テ
ト
ラ

ポ
ー
チ
③
15
㈰
・
21
㈯
結
城
紬
コ
ー

ス
タ
ー
織
体
験
④
21
㈯
結
城
紬
の
き

り
す
ね
で
縄
を
な
っ
て
み
よ
う
⑤
25

㈬
ま
ゆ
ク
ラ
フ
ト
パ
ン
ダ
を
作
ろ
う

会
場
　
お
や
ま
本
場
結
城
紬
ク
ラ
フ
ト
館

参
加
費
　
①
700
円
、
②
③
千
300

円
、
④
⑤
500
円
　
※
時
間
・
詳
細

は
要
問
合
せ

申
込
み
　
７
／
４
㈬
か
ら
同
館
☎

�
６
４
７
７

お
は
な
し
び
っ
く
り
箱

日
時
　
７
／
24
㈫
10
時
半
～
11
時

会
場
　
小
山
市
コ
ミ
ュ
ニ
テ
ィ
セ

ン
タ
ー
ゆ
め
ま
ち
プ
レ
イ
ル
ー
ム

内
容
　
絵
本
読
聞
か
せ
・
紙
芝
居
な
ど

対
象
　
未
就
学
児
。
要
保
護
者
同

伴
。
　
※
参
加
無
料
。
申
込
不
要

問
同
セ
ン
タ
ー
☎
�
９
９
３
５

夏
休
み
子
ど
も
科
学
教
室

期
間
　
７
／
24
㈫
・
31
㈫
、
８
／
３

㈮
・
９
㈭
・
24
㈮
・
29
㈬
（
全
６
回
）

会
場
　
中
央
公
民
館
ほ
か

内
容
　
浮
沈
子
、
ス
ラ
イ
ム
作
り

な
ど
科
学
的
な
実
験
・
観
察
・
製
作

定
員
　
小
学
校
お
よ
び
義
務
教
育

学
校
の
４
～
６
年
生
・
30
人

参
加
料
　
３
千
円

申
込
み
　
６
／
25
㈪
～
７
／
６
㈮

に
中
央
公
民
館
☎
�
９
５
６
２

第
10
回
小
山
市
伝
統
工
芸
文
化
こ

ど
も
教
室

期
間
　
７
／
25
㈬
・
30
㈪
、
８
／

８
㈬
・
23
㈭
（
全
４
回
）

会
場
　
文
化
セ
ン
タ
ー
ほ
か

内
容
　
間
々
田
ひ
も
ス
ト
ラ
ッ

プ
・
流
し
び
な
作
り
等

定
員
　
小
学
校
お
よ
び
義
務
教
育

学
校
の
１
～
６
年
生
・
30
人

参
加
料
　
３
千
500
円

申
込
み
　
６
／
25
㈪
～
７
／
６
㈮

に
文
化
セ
ン
タ
ー
☎
�
９
５
５
２

舞
台
ス
タ
ッ
フ
体
験
講
座

日
時
　
８
／
６
㈪
13
時
～
15
時

会
場
　
文
化
セ
ン
タ
ー

定
員
　
小
学
校
お
よ
び
義
務
教
育

学
校
の
４
～
６
年
生
・
12
人

参
加
料
　
千
円

申
込
み
　
６
／
25
㈪
～
７
／
６
㈮

に
文
化
セ
ン
タ
ー
☎
�
９
５
５
２

ア
ー
テ
ィ
ス
ト
に
学
ぼ
う

日
程
　
美
術
コ
ー
ス
：
８
／
10

㈮
、
演
劇
コ
ー
ス
：
18
㈯
、
音
楽

コ
ー
ス
：
21
㈫

会
場
　
文
化
セ
ン
タ
ー

定
員
　
小
学
校
お
よ
び
義
務
教
育

学
校
の
１
～
６
年
生
・
各
50
人

参
加
料
　
千
円

申
込
み
　
６
／
25
㈪
～
７
／
６
㈮

に
文
化
セ
ン
タ
ー
☎
�
９
５
５
２

ふ
れ
あ
い
子
ど
も
塾

期
間
　
９
／
２
㈰
・
16
㈰
、
10
／

21
㈰
、
11
／
11
㈰
・
25
㈰
、
12
／

16
㈰
（
全
６
回
）

会
場
　
中
央
公
民
館
ほ
か

内
容
　
白
鷗
大
学
生
と
一
緒
に

色
々
な
こ
と
を
体
験

定
員
　
小
学
校
お
よ
び
義
務
教
育

学
校
の
１
～
６
年
生
　
35
人

参
加
料
　
５
千
円

申
込
み
　
６
／
25
㈪
～
７
／
６
㈮

に
中
央
公
民
館
☎
�
９
５
６
２

生
涯
学
習
セ
ン
タ
ー
講
座

◆
親
子
で
た
の
し
い
囲
碁
入
門
教

室
▽
８
／
５
か
ら
毎
週
日
曜
日
（
全

４
回
）
10
時
～
正
午
▽
20
人
▽
受
講

料
２
千
円
▽
講
師
　
山
本
広
斉
六

段
◆
た
の
し
い
親
子
チ
ア
ダ
ン
ス

教
室
▽
８
／
12
㈰
・
19
㈰
（
全
２
回
）

10
時
～
11
時
▽
20
人
▽
受
講
料
600

円
◆
ク
ラ
フ
ト
「
猫
の
タ
ッ
セ
ル
つ

く
り
」
▽
８
／
21
㈫
13
時
半
～
15
時

半
▽
20
人
▽
受
講
料
千
円
◆
「
竹
は

り
画
」
教
室
▽
８
／
８
か
ら
隔
週
水

曜
日
（
全
６
回
）
10
時
半
～
12
時
▽

20
人
▽
受
講
料
４
千
800
円
◆
ス
マ

ホ
の
使
い
方
教
室
▽
８
／
18
㈯
10

時
～
11
時
半
▽
20
人
▽
受
講
無
料

申
込
み
　
７
／
５
㈭
10
時
か
ら
同

セ
ン
タ
ー
☎
�
９
１
１
１

「CO
O

L CHO
ICE 

と
ち
ぎ 

ス

ス
メ
隊 

教
室
」
募
集
中
！

　
地
球
温
暖
化
に
関
す
る
親
子
向

け
体
験
型
講
座
を
実
施
し
ま
す
。

日
時
　
７
／
25
㈬
14
時
～
15
時

会
場
　
中
央
公
民
館
第
一
研
修
室

定
員
　
小
学
校
４
年
生
～
６
年
生

と
そ
の
家
族
30
人
（
先
着
）

参
加
料
　
無
料

申
込
み
　
７
／
15
㈰
ま
で
に
応

募
用
メ
ー
ル
ア
ド
レ
ス
（in

fo
@

co
o
lch

o
iceto

ch
ig

i.jp
)

に
①
会

場
名
②
応
募
者
氏
名
③
連
絡
先
④

年
齢
⑤
居
住
市
町
⑥
参
加
人
数
等

(

応
募
者
含
む)

を
入
力
の
上
、
送
信

問
県
地
球
温
暖
化
防
止
活
動
推
進
セ
ン

タ
ー
☎
０
２
８
・
６
７
３
・
９
１
０
１
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乳
幼
児
ふ
れ
あ
い
体
験

募
集
：
７
／
２
㈪
～
８
／
31
㈮
、
体

験
：
７
／
９
㈪
～
９
／
28
㈮
９
時
～
16

時
（
午
前
の
み
可
）
▼
市
内
保
育
園
・

認
定
こ
ど
も
園
・
保
育
所
▼
対
象
：
中

学
・
高
校
・
専
門
・
大
学
生
▼
問
若
木

保
育
所
・
塚
本
☎
�
１
１
６
１

こ
ば
と
保
育
園
　
夕
涼
み
会

７
／
14
㈯
17
時
半
～
20
時
▼
こ
ば
と

保
育
園
　
園
庭
▼
盆
踊
り
、
お
は
や

し
、
模
擬
店
、
花
火
大
会
▼
問
こ
ば

と
保
育
園
☎
�
０
２
０
９

こ
ぐ
ま
保
育
園
楽
し
い
子
育
て
支
援
事

業
「
離
乳
食
の
作
り
方
・
進
め
方
」

７
／
26
㈭
9
時
40
分
～
11
時
半
▼
こ
ぐ

ま
保
育
園
▼
離
乳
食
の
作
り
方
の
実

演
・
離
乳
食
に
つ
い
て
の
話
、
試
食
な

ど
▼
市
内
在
住
親
子
10
組
▼
問
７
／
24

㈫
ま
で
に
同
園
☎
�
１
１
８
９

子
育
て
支
援
事
業
「
お
琴
体
験
ミ
ニ
教
室
」

８
／
９
㈭
10
時
半
～
11
時
45
分
▼
黒
田
保

育
園
地
域
子
育
て
支
援
セ
ン
タ
ー
「
マ
ロ

ン
の
い
え
」
▼
講
師
：
丹
野
井
弘
寿
先
生

▼
琴
の
演
奏
を
聴
く
親
子
で
琴
レ
ッ
ス
ン

体
験
▼
市
内
在
住
親
子
15
組
程
度
▼
問
マ

ロ
ン
の
い
え
☎
�
８
２
５
４

中
央
吹
矢
サ
ー
ク
ル
会
員
募
集

７
／
３
・
10
・
17
、
８
／
14
・
28
、

９
／
４
・
11
・
18
の
火
曜
日
13
時
半

～
2
時
間
▼
中
央
公
民
館
第
一
研
修

室
▼
見
学
・
体
験
歓
迎
▼
問
久
保
田

☎
０
９
０
・
４
２
２
７
・
３
３
１
２

栃
木
県
立
博
物
館
7
月
の
行
事

●
レ
ッ
ド
デ
ー
タ
ブ
ッ
ク
と
ち
ぎ

２
０
１
８
▼
７
／
14
㈯
～
10
／
８
㈪
●
タ

イ
ム
と
ラ
ベ
ル
古
墳
時
代
▼
７
／
14
㈯
～

８
／
26
㈰
●
涼
で
楽
し
む
ー
絵
で
感
じ
る

夏
の
風
情
ー
▼
７
／
14
㈯
～
８
／
26
㈰
問

同
館
☎
０
３
８
・
６
３
４
・
１
３
１
１

小
山
高
専
公
開
講
座

●E
xcel

総
合
講
座
（
中
学
生
以
上
）
７

／
14
㈯
●
身
近
な
化
学
反
応
を
体
験
し

よ
う
（
中
学
校
教
員
向
け
）
７
／
14
㈯

●
中
学
生
英
語
講
座
（
中
学
生
向
け
）

７
／
21
㈯
●S

c
ra

tc
h

で
プ
ロ
グ
ラ
ミ

ン
グ
（
小
学
５
・
６
年
～
中
学
生
）
８

／
２
㈭
▼
問
同
校
☎
⒇
２
１
９
７

シ
ル
バ
ー
大
学
校
同
窓
会
小
山
支
部

第
９
回
作
品
展

７
／
21
㈯
10
時
～
16
時
、
22
㈰
10
時

～
15
時
▼
道
の
駅
思
川
小
山
評
定
館

▼
問
事
務
局
谷
口
☎
�
７
６
２
２

新
日
本
婦
人
の
会
「
平
和
の
つ
ど
い
」

７
／
22
㈰
10
時
～
16
時
▼
し
ら
さ
ぎ

館
▼
講
演
「
横
田
徹
」
戦
場
カ
メ

ラ
マ
ン
「
イ
ス
ラ
ム
」
を
語
る
、

パ
ネ
ル
展
示
ほ
か
▼
問
大
森
☎

０
９
０
・
７
８
０
１
・
４
２
８
1

第
72
回
栃
木
県
芸
術
祭
美
術
展
作
品
募
集

日
本
画
・
洋
画
・
彫
刻
・
工
芸
・
書

道
・
写
真
▼
1
部
門
４
千
円
（
高
校
生
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7月の行政テレビ 問秘書広報課☎22-9353
時期 市役所からこんにちは

上旬 ■第 12 回小山市ラジオ体操会　■青少年の非
行・被害防止全国強調月間 等

中旬 ■キッズフェスティバル　■おやまサマー
フェスティバル 等

下旬 ■夏休み特別展　■第 44 回企画展「日本近代
洋画の名品展」 等

随時 ■ イ ベ ン ト 情 報　 ■ 英 会 話 講 座「G'day 
OYAMA」

テレビ小山放送㈱ケーブルテレビ＜デジタル101ch＞

【
み
ん
な
の
情
報
Ｂ
Ｏ
Ｘ
】

※
詳
し
く
は
各
連
絡
先
に
ご
確
認
く
だ
さ
い

２
千
円
）
▼
作
品
の
提
出
、
搬
入
に
つ

い
て
は
要
問
合
せ
▼
問
県
文
化
協
会
事

務
局
☎
０
２
８
・
６
３
４
・
５
２
８
８

第
72
回
栃
木
県
文
芸
賞
作
品
募
集

創
作
・
随
筆
・
詩
・
短
歌
・
俳
句
・

川
柳
▼
1
部
門
２
千
円
（
高
校
生

千
円
）
▼
県
文
化
協
会
事
務
局
に

持
参
ま
た
は
郵
送
▼
問
同
局
☎

０
２
８
・
６
３
４
・
５
２
８
８

第
31
回
社
会
福
祉
法
人
洗
心
会
　
納
涼
祭

８
／
４
㈯
17
時
～
20
時
（
雨
天
決

行
）
▼
サ
ン
フ
ラ
ワ
ー
敷
地
内
▼
催

し
物
、
模
擬
店
、
打
ち
上
げ
花
火
▼

当
日
ボ
ラ
ン
テ
ィ
ア
募
集
▼
問
こ
ば

と
キ
ッ
ズ
☎
�
２
８
１
５

県
立
佐
野
高
等
学
校
附
属
中
学
校
学

校
説
明
会

８
／
５
㈰
10
時
半
～
正
午
▼
佐
野
市
文
化

会
館
▼
問
同
校
☎
０
２
８
３
�
０
１
６
１

栃
木
い
の
ち
の
電
話
チ
ャ
リ
テ
ィ
コ

ン
サ
ー
トJA

Z
Z

　LIV
E

８
／
19
㈰
13
時
半
か
ら
▼
宇
都
宮
市
立
南

図
書
館
サ
ザ
ン
ク
ロ
ス
ホ
ー
ル
▼
大
人
千

円
、
小
・
中
・
高
生
500
円
▼
問
同
事
務
局

☎
０
２
８
・
６
２
２
・
７
９
７
０

第
７
回
小
笠
原
ア
ド
ベ
ン
チ
ャ
ー
ス
ク
ー
ル

８
／
17
㈮
～
23
㈭
▼
東
京
都
小
笠
原

村
父
島
▼
小
学
３
～
中
学
３
年
生
25

人
▼
９
万
円
＋
旅
費
▼
７
／
20
㈮
ま

で
▼
問

(公財)
国
際
青
少
年
研
修
協
会
☎

０
３
・
６
４
１
７
・
９
７
２
１

気
楽
に
お
茶
を
楽
し
み
ま
せ
ん
か
？

毎
月
第
１
・
第
３
木
曜
日
▼
間
々
田
公
民

館
和
室
▼
月
会
費
３
千
円
▼
代
表
　
田
口

良
江
先
生
▼
問
松
風
会
☎
�
１
６
８
６

県
立
が
ん
セ
ン
タ
ー
職
員
採
用
試
験
案
内

看
護
師
40
人
程
度
▼
８
／
10
㈮
ま
で
に

応
募
書
類
を
栃
木
県
立
が
ん
セ
ン
タ
ー

ま
で
持
参
ま
た
は
郵
送
▼
問
同
セ
ン

タ
ー
☎
０
２
８
・
６
５
８
・
５
１
５
１

山
の
子
・
海
の
子
フ
ァ
ミ
リ
ー

キ
ャ
ン
プ

期
間
　
９
／
８
㈯
～
９
㈰
1
泊
２
日

会
場
　
と
ち
ぎ
海
浜
自
然
の
家

定
員
　
県
民
の
小
学
生
と
そ
の
家

族
（
小
学
生
以
上
）
20
組
　
※
１

グ
ル
ー
プ
10
人
ま
で

参
加
費
　
４
千
円
～
５
千
500
円

申
込
み
　
８
／
６
㈪
ま
で
に
郵
便

番
号
、
住
所
、
電
話
番
号
、
参
加

者
名
、
性
別
、
年
齢
（
学
年
）

を
、
と
ち
ぎ
海
浜
自
然
の
家
☎

０
２
９
１
�
４
０
０
４

放
送
大
学
10
月
生
募
集

　
平
成
30
年
度
第
２
学
期
の
学
生

を
募
集
し
て
い
ま
す
。
約
300
の
幅

広
い
授
業
科
目
が
あ
り
、
１
科
目

か
ら
学
ぶ
こ
と
が
で
き
ま
す
。

出
願
期
限
　
第
１
回
：
８
／
31
㈮

　
　
　
　
　
第
２
回
：
９
／
20
㈭

問
放
送
大
学
栃
木
学
習
セ
ン
タ
ー

☎
０
２
８
・
６
３
２
・
０
５
７
２

コース名 日時・受講料・定員
研削砥石取り替え業務特別教育② 8/7～8·8:30～17:30·3,520円·10人
第１種電気工事士筆記試験準備講習 9/11～13·9:00～16:00·3,520円·20人
表計算データ処理（Excel2013応用編） 9/13～14·9:00～16:00·3,520円·14人

技術講習会（栃木県立県南産業技術専門校）

申込み　開講日の10日前までに同校☎0284-91-0803

コース名 日時・受講料・定員
アナログ回路の設計・評価技術

（ダイオード・トランジスタ編）
8 / 1 . 2 . 3 · 9 : 3 0 ～
16:10·10,800円·10人

オープンソースによる画像処
理・認識プログラム開発

8 / 1 . 2 . 3 · 9 : 3 0 ～
16:10·14,000円·10人

数値処理によるＰＬＣ制御技術 8 / 2 . 3 · 9 : 0 0 ～
17:30·12,600円·10人

製造現場におけるＬＡＮ活用技
術

8 / 3 . 4 · 9 : 3 0 ～
16:10·7,100円·10人

マイコン制御システム開発技術
（ＡＲＭ編）

8 / 7 . 8 · 9 : 0 0 ～
17:00·14,600円·10人

ＰＬＣによるタッチパネル活用
技術

8 / 8 . 9 · 9 : 0 0 ～
17:30·8,600円·10人

組込み技術者のためのＣプログ
ラミング

8 / 2 3 . 2 4 · 9 : 0 0 ～
16:00·9,200円·10人

高周波回路技術（Ｓパラメータ
解析編）

8 / 2 3 . 2 4 · 9 : 3 0 ～
16:10·6,800円·10人

シミュレータによる制御系設計
（古典制御と現代制御）

8 / 2 3 . 2 4 · 9 : 3 0 ～
16:10·10,800円·10人

実用ＤＣ－ＤＣコンバータとト
ランス設計技術

8 / 2 5 . 9 / 1 · 9 : 3 0 ～
16:10·8,300円·10人

多質点系の建築振動解析技術 8 / 2 5 . 9 / 1 · 9 : 0 0 ～
17:30·7,800円·10人

関東職業能力開発大学校
能力開発セミナー

申込み　同校援助計画課☎31-1733

コース名 日時・受講料 定員
３Ｄモデル作成と３Ｄプリンタ活用講座

9 / 1 . 8 · 9 : 3 0 ～
17:00·1,000円

25人
Word と Excel の活用（初級編） 15人
Excel の活用（中級編） 20人
デジタル写真の画像処理入門 25人
自分でできるＤＩＹ（日曜大工）講座 15人
PowerPoint の活用～仕事や自治会で役立つ資料～ 25人

小山市工業大学セミナー受講者募集

申込み　７／31㈫までに申込書を郵送、FAX、メールで工業振興課☎22-9399



すこやか通信 みんなの元気がおやまの元気　
健康増進課（保健 ･福祉センター 3階）
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乳幼児健康相談（予約制）
期　日　8月24日㈮
計測のみの方　9:00 ～ 11:00
相談ありの方①9:00 ～ ②9:30～
　　　　　　③10:00～④10:30～
会　場　保健・福祉センター
持ち物　母子健康手帳
申込み　7月18日㈬から☎22―9527
離乳食教室（要申込）
日　時　9月5日㈬9:30～11:45
　　　　（受付9:15から）
会　場　保健・福祉センター
対　象　離乳食中期（月齢7・8ヶ月
　　　　が目安）の児とその保護者
内　容　中・後期食の講話、歯科衛
　　　　生士による講話、調理デモ
　　　　ンストレーション見学、試食
定　員　先着20組
申込み　8月6日㈪8:30から
　　　　☎22―9527

とちぎ子ども救急電話相談
　お子さんが急な病気やケガで心配
なときご相談ください。家庭での対
処方法などについて、看護師がアド
バイスします。
【月～土曜日】18:00～翌日 8:00
【日曜・祝日】 8:00～翌日 8:00
☎♯8000（携帯電話やプッシュ回
線以外は☎028―600―0099）

とちぎ救急医療電話相談
　大人（おおむね 15歳以上）を対象と
した救急電話相談です。急な病気やケ
ガで心配なときご相談ください。救急
車要請や医療機関受診の要否、家庭で
の対処方法などについて、看護師がア
ドバイスします。
【毎日】18:00～ 22:00
☎♯7111（携帯電話やプッシュ回
線以外は☎028―623―3344）

歯周疾患検診
　対象者には受診券を郵送します。受
診の際、医療機関へお持ちください。
期　間　5月1日㈫～平成31年1月31日㈭
受診場所　市内委託医療機関
対　象　40・50・60・70歳の市民
　　　　（市民税特別徴収対象者を
　　　　除く）および後期高齢者医
　　　　療制度加入の前年度75歳
　　　　に達した方
受診料　1,000円（70・75歳は無料）
※当日は検診のみです。治療が必要な方
は、医療機関の診察を受けてください
問☎22―9522

メタボリックシンドローム対策事業
～からだスッキリ！運動教室～
（無料・要申込み）
　運動普及推進員さんと一緒に手軽
なトレーニングを体験しましょう！
日　時　7月5日㈭・19㈭
　　　　13:30 ～ 15:00
会　場　健康医療介護総合支援センター
対　象　40歳以上の市民
　　　　（運動制限のない方）
持ち物　筆記用具、室内運動靴、飲
　　　　み物、タオル、ヨガマット
　　　　（お持ちの方）
申込み　☎22―9607

結核検診（7月）　　問☎22–9526
対象者　65歳以上の方
　　　　（平成31年3月31日現在）
※受診票を随時送付します
※どの会場でも受診可能です
※今年度の肺がん検診（胸部レント
ゲン検査）を受ける予定の方は、今
回受診する必要はありません

日　　時 会　　場

7/17
㈫

8:20 ～ 8:40 鏡集落センター
9:00 ～ 9:20 押切集会所
9:40 ～ 10:00 市立寒川公民館

10:20 ～ 10:40 迫間田公民館
11:00 ～ 11:20 本宿公民館
11:40 ～ 12:00 中坪集会所

7/18
㈬

7:30 ～ 8:30 粟の宮公民館
8:50 ～ 9:20 千駄塚公民館
9:40 ～ 10:50 間々田中学校

11:10 ～ 11:40 美しが丘公民館
13:00 ～ 13:20 西黒田中会所
13:40 ～ 14:00 東黒田集落センター

7/19
㈭

8:00 ～ 8:30 中妻公民館
8:50 ～ 9:20 乙女小学校
9:40 ～ 10:30 上町公民館

10:50 ～ 11:30 エミネンス小山
13:00 ～ 13:30 秋葉整骨院宅駐車場

7/20
㈮

7:30 ～ 8:10 平和公民館
8:30 ～ 8:50 南飯田集落センター
9:10 ～ 9:30 下山・間々田自動車教習所前
9:50 ～ 10:10 前新田・ヒサキ金属工業宅

10:30 ～ 11:20 楓・ディサービスきみぼ

7/23
㈪

8:00 ～ 8:20 寒沢公民館
8:40 ～ 9:00 楢木公民館
9:20 ～ 9:40 市立生井公民館

10:20 ～ 10:40 上生井公民館
11:00 ～ 11:20 下生井・桜源寺（お寺）
11:40 ～ 12:00 東生井農協倉庫
13:30 ～ 13:50 白鳥集落センター

7/24
㈫

7:30 ～ 8:00 １丁目・竜昌寺
8:20 ～ 9:10 間々田小学校
9:30 ～ 10:30 間々田商工会

11:00 ～ 11:20 市立寒川公民館
13:00 ～ 14:00 間々田市民交流センター

おやま地域医療健康大学　
公開講座　　　（無料・申込み不要）
日　時　8月4日㈯ 13:30 ～ 15:30
会　場　健康医療介護総合支援センター
テーマ　｢健康長寿の鍵は"口"にあり｣
　　　　｢薬と健康食品等の飲み合わせ｣
講　師　仙名智弘先生(小山歯科医師会)
　　　　古田美枝先生(小山薬剤師会)
定　員　150人
申込み　☎27―0500

8020運動表彰事業
　8020の普及啓発を目的に(一社)小山
歯科医師会が表彰事業を実施します。
応募資格　
　80歳以上で自分の歯が20本以上あ
る市内在住の方(過去の表彰者は不可)
表彰者の選考　
　(一社)小山歯科医師会会員の歯科
医院にて歯科検診を受診していた
だき(無料)、表彰者を決定。表彰者
は、11月開催予定の「健康都市お
やまフェスティバル」にて表彰。
（記念品贈呈）
歯科検診期間
　6月1日㈮～8月10日㈮
問☎22―9508 または直接歯科医院へ

食生活改善推進員による
①②「健康料理教室」
③ 「おやこの食育教室」
④⑤「親子料理教室」　　（要申込）

日　時 会　場
①7月18日㈬10:00 ～ 道の駅思川

②7月26日㈭10:00 ～ 保健・福祉センター

③8月2日㈭10:00 ～ 間々田市民交流センター

④8月3日㈮10:00 ～ 大谷公民館

⑤8月4日㈯10:00 ～ 保健・福祉センター

対　象　①②市内在住の成人の方
　　　　③④⑤市内在住の年長～小
　　　　学生の子どもと保護者
内　容　①②栄養バランスを考えた
　　　　健康料理実習
　　　　③食生活や健康のお話を聞
　　　　き、親子で楽しく料理作り
　　　　④⑤親子で楽しく料理作り
定　員　各先着 20 人
参加費　1 人 600 円程度
持ち物　エプロン・三角巾
申込締切　①7月10日㈫②7月18日㈬
　　　　③④⑤7月25日㈬
　　　　（定員になり次第〆切）
問☎22―9607

◆間々田地区
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家庭でできる食中毒予防 問健康増進課☎22–9527

　食中毒予防の三原則「食中毒菌をつけない、増やさない、やっつける」をもとに、家庭でできる「食中毒予防」
のための 6つのポイントについてお知らせします。
ポイント①　「食品の購入」
◆消費期限などの表示を確認
◆肉や魚の汁がもれないよう分けて包む
◆買い物が終わったら、すみやかに持ち帰る
ポイント②　「家庭での保存」
◆買い物から帰ったら、すぐに冷蔵庫・冷凍庫に入れる
◆冷蔵庫は 10℃以下、冷凍庫は－15℃以下に維持
◆肉や魚などは汁がもれないように包んで保存
ポイント③　「下準備」
◆こまめに手を洗う
◆生肉・魚は、生で食べるものから離す
◆野菜もよく洗う
◆調理が済んだ食品と調理前の食品は、まな板や包丁
　を区別して扱う
◆まな板、包丁、布巾、スポンジなどの器具は、使用
　後に洗剤と流水でよく洗う

ポイント④　「調理」
◆こまめに手を洗う
◆加熱調理は十分にする
◆電子レンジを使う時は均一に加熱されるようにする
ポイント⑤　「食事」
◆食事の前に手を洗う
◆盛付けは、清潔な器具・食器を使う
◆常温で長時間放置しない
ポイント⑥　「残った食品」
◆作業前に手を洗う
◆清潔な器具・容器を使って保存
◆温めなおす時は、十分に加熱する

▪夜間休日急患診療所
場所　神鳥谷 2251―7
　　　（健康医療介護総合支援センター内）
☎39―8880・FAX39―8882
受付　診療終了15分前まで
※内科医等が、小児科の診察を担当することがありますの
で、事前に電話をしてから来院してください

▪休日急患歯科診療所
場所　神鳥谷 2251―7
　　　（健康医療介護総合支援センター内 )
☎39―8881・FAX39―8883
日時　日曜・祝日・振替休日・
　　　年末年始（12/31 ～ 1/3）
　　　10:00 ～ 12:00、13:00 ～ 16:00
受付　診療終了 15分前まで
※夜間休日急患診療所および休日急患歯科
診療所の南側に夜間休日対応の院外薬局（3
薬局）があります

日　時 科　目
平　日 19:00 ～ 22:00

内　科
小児科

土曜日 19:00 ～ 22:00
日曜・祝日・振替
休日・年末年始

（12/31 ～ 1/3）

10:00 ～ 12:00
13:00 ～ 17:00
18:00 ～ 21:00 

8 月の一次救急医療機関

番号 医療機関名 所在地 電話番号
① 小金井中央病院 下野市小金井2―4―3 ☎44―7000
② 石橋総合病院 下野市下古山1―15―4 ☎53―1134
③ 小山整形外科内科 小山市雨ケ谷753 ☎31―1331
④ 杉村病院 小山市城山町2―7―18 ☎25―5533・5534
⑤ 光南病院 小山市乙女795 ☎45―7711
⑥ 野木病院 野木町友沼5320―2 ☎0280―57―1011

受付　土・休日前（　　の部分）
　　　17:00 ～翌日 17:00
　　　上記以外　
　　　17:00 ～翌日 9:00
　受診するときは、事前に電話
で確認してください。各医療機
関では、夜間、医師が交代で当
直制をとっており、希望する治
療が困難な場合もあります。

▪救急医療機関当番　カレンダー内番号が、当番医療機関となります。

※救急医療機関当番は、（一社）小山地区医師会の協力のもと実施しています
問☎27―0500

日 月 火 水 木 金 土
1 2 3 4
①③ ②④ ③⑤ ④⑥

5 6 7 8 9 10 11
①⑤ ②⑥ ①③ ②④ ③⑤ ④⑥ ①⑤
12 13 14 15 16 17 18
②⑥ ①③ ②④ ③⑤ ④⑥ ①⑤ ②⑥
19 20 21 22 23 24 25
①③ ②④ ③⑤ ④⑥ ①⑤ ②⑥ ①③
26 27 28 29 30 31
②④ ③⑤ ④⑥ ①⑤ ②⑥ ①③

検診日・受付時間
検診項目 女

性
限
定

会　場特定健診
（基本健診）

がん 女性がん 骨粗しょ
う症胃 肺・大腸 前立腺 子宮・乳

7 ㈫ 8:00 ～ 10:30 ○ ○ ○ ○ × × 保健・福祉センター
8 ㈬ 8:30 ～ 10:30 ○ ○ ○ × ○ ○ ＊ 間々田市民交流センター
9 ㈭ 8:00 ～ 10:30 ○ ○ ○ × ○ ○ ＊ 健康医療介護総合支援センター

18 ㈯ 8:00 ～ 10:30 ○ ○ ○ × ○ ○ ＊ 保健・福祉センター
20 ㈪ 8:30 ～ 10:30 ○ ○ ○ ○ × × 小山東出張所

21 ㈫
8:00 ～ 10:30 ○ ○ ○ × ○ ○ ＊ 健康医療介護総合支援センター

14:00 ～ 15:30 × × × × ○ × ＊ 健康医療介護総合支援センター
22 ㈬ 8:00 ～ 10:30 ○ ○ ○ ○ × × 健康医療介護総合支援センター
24 ㈮ 8:30 ～ 10:30 ○ ○ ○ ○ × × 絹公民館

29 ㈬
8:00 ～ 10:30 ○ ○ ○ ○ × × 保健・福祉センター

14:00 ～ 15:30 ○ × ○ ○ × × 保健・福祉センター
30 ㈭ 8:30 ～ 10:30 ○ ○ ○ × ○ ○ ＊ 桑市民交流センター

申込み　3月号と同時配布の「平成30年度健康
のしおり」内の検診申込み書からお申込みくだ
さい。折り返し「集団健診のお知らせ（問診票）」
を送付します。
持ち物　①集団健診のお知らせ(問診票)、②受
診券（基本健診受診者のみ）、③健康保険証、
④その他指定されたもの
❖受診日は「集団健診のお知らせ（問診票）」
をご覧ください。
❖骨粗しょう症検診（700円･70歳は無料）は、
検診当日40･45･50･55･60･65･70歳の女性市
民が対象です。希望者は年齢確認のできるもの
を持参し各会場へ直接お越しください。（申込
み不要）

8月の集団検診
（要申込）＊3・4・5月生まれの方対象

問☎22–9522・9523

食中毒は一年を通して
日頃から気をつけていくことが大切です！

ひとくち 健 康メモ
みんなの元気がおやまの元気



◎
弁
護
士
相
談

名　称 日　時 問合せ（訴訟・調停中の方受付不可）

法律相談月初めから予約 19㈰ 9:30〜12:30 生活安心課☎22–9282

女性の生き方なんでも
相談予約制 24㈮10:00〜12:00 男女共同参画課☎22–8078

※弁護士（女性）

名　称 日　時 問合せ（訴訟・調停中の方受付不可）
心配ごと相談予約制

（生活全般の相談） 28㈫  10:00〜12:00 社会福祉協議会☎22–9501
※心配ごと相談員が同席

法律とこころの相談予約制 2㈭10:00〜12:00 福祉課☎22–9619

◎
通
常
相
談

　月
～
金
曜
日（
祝
日
・
年
末
年
始
除
く
）

名　称 時　間 問　合　せ
市民相談 8:30〜17:15 生活安心課☎22–9282

家庭児童相談 9:00〜17:00 子育て包括支援課
☎22–9626

ひとり親家庭相談 9:00〜17:00 子育て包括支援課
☎22–9627婦人相談 9:00〜17:00

認知症相談
8:30〜17:15 地域包括ケア推進課

☎22–9648
※必要時、専門医等の相談も可

シニアの社会
参加相談 8:30〜17:15 地域包括ケア推進課

☎22–9852

青少年相談
面接予約制
9:00〜17:00

青少年相談室
☎25–4002

電話相談
10:00〜17:00

☎25–4006
※土日も受付

外国人ふれあい
子育てサロン 9:00〜17:00 外国人地域支援センター

☎23–1042
外国人相談 8:30〜17:15 外国人相談室☎22–9439

消費生活相談 9:00〜16:00 消費生活センター
☎22–3711

県民相談 9:00〜16:00 小山県民相談室
☎22–9164

労働相談 8:30〜17:15 小山労政事務所
☎22–4032

こころの
ダイヤル

9:00〜17:00 県精神保健福祉センター
☎028–673–8341

※第2･4水曜日9:30〜11:30 は
　医療相談

ＤＶ相談 9:00〜17:00 配偶者暴力相談支援
センター☎22–9602

◎
専
門
相
談

名　称 日　時 内容・問合せ等

行政相談 11㈯10:00〜12:00
15㈬13:30〜15:30 行政相談委員

生活安心課
☎22–9282

登記相談予約制 8㈬10:00〜12:00 司法書士・土地家屋調査士
交通事故相談予約制 14･28㈫10:00〜15:00 栃木県民プラザ室交通事故相談員
税金なんでも相談予約制 9㈭13:30〜15:30 税理士
行政書士専門相談
予約制 15･22㈬10:00〜12:00 相続や遺言、農地転用、開発行為

等、書類や手続きに関する相談
不動産相談予約制 7㈫  9:00〜12:00 宅建協会による土地･建物に関する相談
家庭内困りごと相談予約制 19㈰13:30〜16:10 元家庭裁判所調査官
ファイナンシャルプラン
ナーによる納税相談予約制

8月はありません
次回は 9/30㈰ 納税相談室　納税課☎22–9444

人権相談 10㈮10:00〜15:00 人権擁護委員　人権推進課☎22–9292

子育て家庭生活相談
予約制

1㈬ 9:30〜11:30
25㈯14:00〜16:00 場所：中央公民館

子育て
包括支援課
☎22–9664

4㈯14:00〜16:00
29㈬ 9:30〜11:30 場所：大谷出張所

22㈬ 9:30〜11:30
25㈯14:00〜16:00 場所：間々田出張所

1㈬ 9:30〜11:30 場所：桑出張所
8㈬ 9:30〜11:30 場所：豊田出張所

こころの相談予約制  8月はありません
　　次回は 9/18㈫ 場所：福祉課 福祉課

☎22–9619

心配ごと相談
（生活全般の相談）

   7･21㈫
10:00〜15:00

場所：社会福祉協議会
　両日とも電話相談可（30分以内）

社会福祉
協議会
☎22–9501

精神保健福祉相談予約制 7㈫13:00〜15:00 精神科医師　県南健康福祉センター☎22-6192
※保健師相談の場合は随時（予約時に日時確認）

女性のための心の相談予約制 27㈪13:30〜16:15 女性カウンセラー　男女共同参画課☎22–8078
創業･経営･キャリア
相談予約制

 4･18㈯
13:00〜17:00 中小企業診断士　工業振興課☎22–9396

ひとりで悩まず、ご相談ください。秘密は厳守、相談は無料です。
相談先がご不明な場合は、生活安心課☎22–9282 へお問合せください。月の相談 8

◎白鷗法律相談（無料）　弁護士教員が、皆さんの民事の法的悩み・紛争などについて法律的な助言をさせていただきます
相談日 時　間 受付件数 実施場所 申込み受付

8月はありません
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図書館つうしん（8月分）
■おはなし会

※会場の記載が無いものは中央図書館

名称（会場） 日　時
おはなしウェンディ 1 ㈬ 15:30
おやま分館ピッコロおは
なし会(小山分館) 3 ㈮ 11:00

おはなしこんにちは 8 ㈬ 10:30
おはなしメロディ 12 ㈰ 14:00
おはなしウェンディ0・1・2 15 ㈬ 11:00
おはなしリレー 19 ㈰ 14:00
ままだ分館おはなしかい
( 間々田分館 ) 21 ㈫ 15:30

はなしのこべやおはなしかい 26 ㈰ 14:00

■移動図書館「せきれい」
　巡回日程

■ 8 月の各館休館日・書籍等の返却方法
○中央図書館　☎21-0750
　6㈪・13㈪・20㈪・23㈭・27㈪
　正面入口の「夜間・休館日用返却ポスト」へ
○小山分館　☎22-9575
　6㈪・11㈯・13㈪・20㈪・23㈭・27㈪
　中央市民会館入口の「返却ポスト」へ
○間々田分館　☎41-6230
　6㈪・11㈯・13㈪・20㈪・23㈭・27㈪
　間々田市民交流センター入口の「夜間・休館
　日用返却ポスト」へ
○桑分館　☎22-4544
　6㈪・11㈯・13㈪・20㈪・23㈭・27㈪
　桑市民交流センターの「夜間・休館日用返
　却ポスト」へ

●「子どもビデオ上映会」　　
　　　問中央図書館☎21–0751
日時　8/1、8、22いずれも水曜日
　　　14：00 〜　
会場　中央図書館　視聴覚ホール
※申込み不要

※CD・DVD・ビデオテープ・紙芝居・他館
からの借用資料は、破損の恐れがありま
すのでポストへの返却はご遠慮ください

　８月の移動図
書館「せきれい」
巡回は、お休みに
なります。

生ごみの水キリで、
生ごみスッキリ！

　ごみの減量化事業の一環とし
て、「生ごみの水キリ運動」を推
進しています。『生ごみの水キリ
器』を利用するなど、ご協力をお
願いします。

①三角コーナー
に溜まった生ご
みを上から押さ
えつける
②本体の切れ込
み部に水切り袋
を横から差し込
み、水切り袋に
溜まった生ごみ
を上から押さえ
つける
　皆さまのご協力により、年間
で市民１人あたり約4.5㎏、平均
的な１世帯４人家族とすると約
18㎏のごみの量を減らせます。

問環境課☎22–9286

【水切り器　使用例】



納税のお知らせ 土日市民課業務窓口開庁日 平日市民課窓口業務延長
■8月は市県民税（普通徴収）2期、国民
健康保険税（普通徴収）・後期高齢者医
療保険料（普通徴収）・介護保険料（普
通徴収）2期の納期月です。納期限は8月
31日㈮です。
■コンビニ納付や月曜日～木曜日（祝日
除く）19:00までの納税窓口延長もご利用
ください。
■8月の日曜納税相談窓口は8月26日㈰
8:30～17:15です。
問納税課☎22–9442

日

　時

8月4日㈯・5日㈰・12日㈰・18日㈯・
19日㈰・25日㈯・26日㈰

各8:30 ～ 17:15
※8月11日㈯は祝日（山の日）のため、市民

課および城南出張所はお休みとなります

毎週火・木曜日19:00まで延長
します※取扱い業務についてはお
問合せください

場

　所

市民課☎22–9402
小山城南出張所☎31–3650
※小山城南出張所は月曜定休

問市民課☎22–9402
祝日の届出（死亡・出生・婚姻
等）は、本庁舎北側入口の宿直
室にて受付します。夜間等、緊
急な場合は、宿直室☎22–9420
へご連絡ください。
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名　称 時　間 会　場 問　合　せ

継続事業
自然系収蔵資料展「昆虫」（～ 9/2 ㈰） 9:00 ～ 17:00 博物館 同館☎45–5331

「日本近代洋画の名品展」（～ 9/9 ㈰） 9:00 ～ 17:00 車屋美術館 同館☎41-0968
1 日 ㈬
2 日 ㈭

3 日 ㈮
キッズフェスティバル 2018 みんなでおい
でよ幼稚園・こども園 9:00 ～ 13:00 県南体育館 こども課☎22-9614

おやま市民大学　※ 要申込み 14:00 ～ 15:00 中央公民館 生涯学習課☎22-9666

4 日 ㈯
第 18 回おやま思川アユ祭り ※ 要申込み 9:00 ～ 11:30 思川観晃橋上流（城山公園側） 都市計画課☎22-9202
キッズユニバーシティおやま 2018 10:00 ～ 16:25 小山工業高等専門学校 教育総務課☎22-9646
おやま地域医療健康大学　公開講座 13:30 ～ 15:30 健康医療介護総合支援センター 健康増進課☎27-0500 ○

5 日 ㈰
6 日 ㈪ 第 6 回こども小山評定 ※ 要申込み 9:00 ～ 16:00 寒川地区（まち歩き） 文化振興課☎22-9668
7 日 ㈫ 〃 〃 白鷗大学（ワークショップ） 〃
8 日 ㈬
9 日 ㈭

10 日 ㈮
11 日 ㈯ 山の日
12 日 ㈰
13 日 ㈪
14 日 ㈫
15 日 ㈬
16 日 ㈭
17 日 ㈮

18 日 ㈯ E ボートレース 2018 渡良瀬大会
※ 要申込み 8:30 ～ 13:00 渡良瀬遊水地谷中湖北ブロック 渡良瀬遊水地ラムサール推

進課☎22-9354
19 日 ㈰ 開運盆踊り 18:00 ～ 21:00 道の駅思川 道の駅思川☎38-0201
20 日 ㈪
21 日 ㈫ 科学体験バスツアー ※ 要申込み 9:00 ～ 16:00 森永製菓㈱、関東能開大 工業振興課☎22-9399
22 日 ㈬
23 日 ㈭

24 日 ㈮
高齢者・障がい者対象「ふれ愛入浴サービ
ス」※ 無料 10:00 ～ 15:00 幸の湯（城山町 2-5-21） 地域包括ケア推進課

☎22-9617
おやま市民大学 ※ 要申込み 14:00 ～ 15:00 中央公民館 生涯学習課☎22-9666

25 日 ㈯
第 14 回寺野東遺跡縄文まつり 9:00 ～ おやま縄文まつりの広場

（大字梁 2075-4） 文化振興課☎22-9668 ○

小山の日本一ビールまつり 12:00 ～ 18:00 小山御殿広場 小山市観光協会☎30-4772
26 日 ㈰ 〃 12:00 ～ 17:00 〃 〃
27 日 ㈪
28 日 ㈫
29 日 ㈬
30 日 ㈭
31 日 ㈮

8月 カレンダー広報

※ の事業は、「開運おやま健康マイレージ」対象事業です
※カレンダーの内容は、6月中旬現在の情報をもとに作成しています。内容が変更になる場合がありますが、ご了承ください

政光くん・寒川尼ちゃん
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◆対象　市内在住の未就学児
◆応募者資格　父母、祖父母等
◆応募方法　下記①～③のいずれかの方法で、
　必要事項および写真を提出してください。
　①すくすく写真館応募フォーム
　　右記二次元コードを読み込み、アクセス。
　②メール
　　アドレス：oyamacity@city.oyama.tochigi.jp
　③秘書広報課へ郵送または直接持ち込み
　　郵送先：〒 323 ｰ 8686（住所不要）
　　小山市役所 秘書広報課「すくすく写真館」係

◆必要事項
　１．応募者の氏名
　２．お子さんの氏名・フリガナ
　３．お子さんとの続柄
　４．住所
　５．電話番号
　６．メールアドレス
　　　※ 応募フォームの場合のみ必要

※必要事項に不備がある場合、掲載できないことが
　あります。掲載は１人１回。受付順に掲載します

問秘書広報課☎22–9353≪すくすく写真館≫お子さんの写真募集中 !!

すくすく写真館
応募フォーム

119番は、火災や救急などの災害を通報
する緊急専用回線です
火災◦災害情報や救急当番病院の案内
はテレフォンサービスへ

☎０１８０－９
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－１
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【24時間対応】

【小山市消防署調べ】5 月中の火災・救急

※（ ）内は 1 月からの累計 遡った件数含む
火災 2件（19件）　救急 687件（3,525件）

【小山警察署調べ】5 月中の交通事故
事故 43件（163件）　負傷者 54人（209人）　死者 0人（2人）
※（ ）内は 1 月からの累計 遡った件数含む
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小山市広

※開花状況はご来場前にホームページ等でご確認ください。
※開花状況により、開園期間・時間が変更になる場合が
　ございます。
※他人への譲渡・転売は固くお断り致します。

ハンターマウンテンゆりパーク
〒329-2922 栃木県那須塩原市湯本塩原字前黒 TEL：0287-32-4580

入園料
+

フラワーリフト
（片道）

本 券 1 枚 で 5 名 様 ま で ご 利 用 い た だ け ま す 。

【大人】 【子供】 3 歳～小学生
￥1,600 ￥800

【開園期間】 2018年 7月 14日 (土 ) ～ 8月 26日 (日 )　
【営業期間】 9：00～ 16：00（リフト下り最終 16：15）

小山市の皆様へ
「ハンターマウンテンゆりパーク」
特別割引券のご案内

小山市の皆様へ
「ハンターマウンテンゆりパーク」
特別割引券のご案内


